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第２次下野市総合計画

市
で
は
、
合
併
直
後
に
市
と
し

て
初
め
て
の
総
合
計
画
（
計
画
期

間
Ｈ
20
～
27
）
を
策
定
し
、
市
の

基
盤
づ
く
り
と
し
て
推
進
し
て
き

ま
し
た
。

合
併
後
の
10
年
間
に
は
、
地
方

分
権
の
進
展
や
少
子
高
齢
化
の
進

行
、
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
を
は

じ
め
頻
発
す
る
自
然
災
害
な
ど
、

社
会
情
勢
の
変
化
は
市
政
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
状
況
に
柔
軟
に
対
応
し

た
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
市
政
の
成
果
や
課
題

の
検
証
は
も
と
よ
り
、
幅
広
い
分

野
と
世
代
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
計

画
に
反
映
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
、
市
民
意
識
調
査
や
中

高
生
ア
ン
ケ
ー
ト
、
中
学
生
で
組

織
す
る
子
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
市
民
及
び
関
係
団
体
懇
談
会
、

さ
ら
に
各
種
団
体
の
代
表
者
や
市

民
で
構
成
す
る
総
合
計
画
審
議
会

で
の
審
議
を
重
ね
、
第
二
次
と
な

る
総
合
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し

た
。基

本
構
想

基
本
構
想
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
も

の
で
、
変
動
す
る
社
会
情
勢
を
踏

ま
え
、
各
種
調
査
結
果
や
懇
談
会

な
ど
か
ら
の
ご
意
見
や
提
言
等
を

市
の
強
み
と
弱
み
に
整
理
し
て
分

析
し
、
２
つ
の
「
理
想
的
な
ま
ち

の
姿
」
を
導
き
出
し
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
市
民
意
識
調
査
結

果
で
満
足
度
が
高
い
医
療
環
境
、

都
市
と
農
村
が
共
存
し
た
自
然
環

境
、
平
坦
で
自
然
災
害
が
少
な
い

地
勢
、
園
芸
作
物
を
中
心
と
し
た

農
業
な
ど
の
「
強
み
」
を
活
か
し

た
「
市
民
の
幸
福
感
が
高
ま
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
も
の
で
す
。

２
つ
目
は
、
下
野
薬
師
寺
や
下

野
国
分
寺
等
の
市
内
に
多
数
点
在

す
る
歴
史
文
化
資
源
、
北
関
東
自

動
車
道
、
国
道
４
号
等
の
交
通
利

便
性
な
ど
、
多
彩
で
優
れ
た
地
域

資
源
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
高
齢

化
に
対
応
し
た
健
康
づ
く
り
、
新

た
な
産
業
と
雇
用
の
創
出
、
人
口

減
少
の
歯
止
め
に
つ
な
が
る
シ
テ

ィ
セ
ー
ル
ス
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
向
上
を
図
り
「
人
や
企
業
に

選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

す
も
の
で
す
。

こ
の
２
つ
の
理
想
的
な
姿
か
ら

最
終
的
に
「
と
も
に
築
き 

未
来

へ
つ
な
ぐ 

幸
せ
実
感
都
市
」
を

将
来
像
に
掲
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
豊
か
な
地
域
資
源
を
活

か
し
、
市
民
と
の
協
働
を
進
め
、

多
く
の
人
々
が
集
い
交
流
す
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と
い
う

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
を
込

め
、
「
人
・
自
然
・
文
化
が
織
り

な
す　

知
恵
と
協
働
で
つ
く
る
下

野
市
」
を
副
題
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
将
来
像
の
具
体
的
な

成
果
指
標
と
し
て
、
市
民
意
識
調

査
に
よ
る
「
幸
せ
だ
と
感
じ
て
い

る
市
民
の
割
合
」
を
、
現
状
の
75

％
か
ら
80
％
に
向
上
さ
せ
る
目
標

を
設
定
い
た
し
ま
し
た
。

将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
具
体

的
な
取
組
に
つ
い
て
は
、
行
政
分

野
を
「
保
健
福
祉
」
、
「
教
育
文

化
」
、
「
生
活
環
境
」
、
「
産
業

観
光
」
、
「
都
市
基
盤
」
、
「
市

民
協
働
」
の
６
分
野
に
分
け
、
施

策
大
綱
と
な
る
６
つ
の
基
本
目
標

を
掲
げ
ま
し
た
。

と
も
に
築
き
　
未
来
へ
つ
な
ぐ

幸
せ
実
感
都
市

第
２
次
下
野
市
総
合
計
画
（
基
本
構
想
・
前
期
基
本
計
画
）

子ども未来プロジェクト

総合計画審議会

市民懇談会

【将　来　像】

ともに築き　未来にへつなぐ
幸せ実感都市

～人・自然・文化が織りなす　知恵と協働でつくる下野市～

【将　来　像】

ともに築き　未来にへつなぐ
幸せ実感都市

～人・自然・文化が織りなす　知恵と協働でつくる下野市～

市民の幸せを高める
「幸せ実感都市」
市民の幸せを高める
「幸せ実感都市」

人・自然・文化を活かした
交流するまち

人・自然・文化を活かした
交流するまち

市民と市が協働で目的を
達成するまち

市民と市が協働で目的を
達成するまち
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

第
2
次
下
野
市
総
合
計
画
の
将
来
像
は
、「
と
も
に
築
き　

未
来
へ
つ
な
ぐ　

○
○
実
感
都
市
」　

○
○
に
入
る
文
字
は
？

問
１

第２次下野市総合計画

前
期
基
本
計
画

前
期
基
本
計
画
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
も
の
で
、
施
策
大
綱
に
掲
げ
た

各
目
標
の
達
成
に
向
け
、
今
後

５
年
間
に
お
け
る
具
体
的
な
施

策
を
ま
と
め
、
20
の
基
本
施
策
、

２
２
９
の
主
な
事
業
を
位
置
付
け

ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
５
年
間
の
市
政
を

加
速
さ
せ
る
た
め
、
重
点
的
か
つ

戦
略
的
に
実
施
す
る
３
つ
の
「
し

も
つ
け
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

設
定
い
た
し
ま
し
た
。

１
つ
目
の
「
人
い
き
い
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
「
健
康
」
や

「
福
祉
」
、
「
教
育
」
や
「
生
涯

学
習
」
な
ど
、
市
民
の
安
心
で
生

き
が
い
あ
る
生
活
を
支
え
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
展
開
を
図
り
「
市
民

の
幸
せ
を
高
め
る
幸
せ
実
感
都
市

の
実
現
」
を
目
指
す
も
の
と
し
ま

し
た
。

２
つ
目
の
「
街
い
き
い
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
東
日
本
大
震

災
や
昨
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨
災

害
の
教
訓
を
活
か
し
、
災
害
に
強

い
体
制
や
都
市
基
盤
の
整
備
に
努

め
る
と
と
も
に
、
歴
史
・
観
光
資

源
や
農
畜
産
物
を
活
用
し
た
シ
テ

ィ
セ
ー
ル
ス
に
取
り
組
み
「
人
・

自
然
・
文
化
を
活
か
し
た
交
流
す

る
ま
ち
の
実
現
」
を
目
指
す
も
の

と
し
ま
し
た
。

３
つ
目
の
「
暮
ら
し
い
き
い
き

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
市
民
の

安
全
・
安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
を

支
え
地
域
の
絆
を
強
化
す
る
た
め
、

市
民
力
の
向
上
を
図
り
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
や
効
率
化
を

進
め
「
市
民
と
市
が
協
働
で
目
的

を
達
成
す
る
ま
ち
の
実
現
」
を
目

指
す
も
の
と
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
施
策

体
系
の
枠
組
み
を
超
え
、
横
断
的

か
つ
総
合
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ

り
相
乗
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
も
の

で
す
。

第
二
次
下
野
市
総
合
計
画
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進

し
、
市
民
の
誰
も
が
「
幸
せ
」
を

実
感
で
き
、
人
や
企
業
に
選
ば
れ

る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

な
お
、
本
計
画
概
要
版
を
市
民

の
皆
さ
ま
へ
配
布
す
る
予
定
（
６

月
頃
）
で
す
。

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
際
に
は

今
一
度
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
本
計
画
書
お
よ

び
概
要
版
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。　

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

　

☎（
32
）８
８
８
６
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
幸
せ

４月２日から３日にかけて行われた、「リオデジャネイロ五輪代表最終
選考会兼全日本選抜体重別選手権」終了後の強化委員会において、本市出
身の柔道家　髙藤直寿選手が、リオデジャネイロ五輪の日本代表に正式に
決定しました。全日本柔道連盟によると、２年間の国際大会での戦績を鑑
み、総合的な実績を重視した結果の選出であったとのことです。

五輪の当日においては、新下野市
庁舎１階ロビーにて現地からのライ
ブ中継を観戦するパブリックビューイングなどを計画しております。イ
ベントの詳細につきましては、後日市ホームページ等にて告知する予定
です。
皆様におかれましては、髙藤選手のリオ五輪での活躍を祈念し、今後

益々のご支援、ご声援を賜りますようよろしくお願いいたします。

下野市、野木町、結城市は４月７日に、小山市を
中心市とする定住自立圏形成協定の合同調印式を小
山市役所で開きました。
協定は、圏域全体として、住民が幸せを実感し、
住みたい、住み続けたいと思える魅力ある地域を形
成していくことを目指し、地域活性化や定住促進のた
めに、役割分担し、連携していくことを明示してい
ます。
今後は、協定に
基づいて推進する
具体的取組につい
て「定住自立圏共
生ビジョン」にま
とめ、連携事業に
取り組んでいきます。

4月６日から15日まで行われた「春の交通安全県
民総ぐるみ運動」で交通安全広報啓発活動を実施す
る団体が国分寺庁
舎前に集まり出発
式を行いました。
式典では、愛泉
幼稚園の園児が演
奏を披露し会場を
盛り上げました。

淡墨桜と音楽を楽しむ「うすずみ桜コンサート」が、
３月27日に淡墨桜前の特設ステージにおいて、初め
て開催されました。樹陽会による箏

こと

や下野音女によ
る二胡の演奏、とちおとめによる昭和歌謡やフォー
クを披露しまし
た。
好天に恵まれ、

大勢の皆さんに
楽しんでいただ
きました。

おもいでリーグは、小学６年生が学童野球を卒業
し、中学校に入るまで、楽しい良き思い出を作り、
野球を通じて友達との絆を深めていくためのリーグ
で、半年の間で総当たり戦にて順位を決定します。
今年度は29チームで争われ国分寺・南河内地区の子
どもたちで結成された下野連合が見事優勝しました。

髙藤直寿選手　日本代表決定！
リオデジャネイロ五輪

小山地区定住自立圏形成協定締結

交通安全出発式
うすずみ桜コンサート開催

下野連合が優勝
日ごろの活動が評価され４つの賞を受賞

母校の国分寺小の児童から応援メッセージをいただき
ました

グランドスラム東京で優勝した髙藤選手

S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s 　 　 ま ち の 話 題
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問
２

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
納
期
は
い
つ
？　

①
4
月
31
日　

②
5
月
31
日　

③
7
月
7
日

下野市消防団は、消防庁、公益財団法人日本消防協会から表彰を受け、下館河川事務所から感謝状が贈られ
ました。
○平成27年度防災功労者消防庁長官表彰

昨年の関東・東北豪雨の際に水防活動や住民の避難誘導等の活動に奮闘し、被害の軽減に貢献した功績をた
たえられたものです。
○�公益財団法人日本消防協会「優良消防団（竿

かん

頭
とう

綬
じゅ

）」表彰
　消防防災活動の取り組みに対して表彰されました。
○�公益財団法人日本消防協会「優良婦人消防隊」表彰
　女性部発足からの取組に対して表彰を受けました。
○下館河川事務所
「鬼怒川の水害における水防活動及び災害対応貢献に対す

る感謝状」
平成27年９月の関東・東北豪雨の際に水防活動や住民の避

難誘導等の活動に奮闘し、被害の軽減に貢献した功績をたた
えられたものです。

■「河津桜・花桃」の寄付
市内外の有志の方々（代表：若林英二氏）から、
市に河津桜40本と花桃41本の苗木の寄付があり、天
平の丘公園に植えました。
花まつり会場には日本三大桜の子孫樹が咲き、八
重桜が見事ですが、早春に咲く河津桜と花桃が加わ
れば、正に鬼に金
棒です。
来年からは淡墨
桜と共に、天平の
丘公園各所に植え
た早春の花を、ぜ
ひご覧ください。

■　下野市消防団入団式
４月３日、石橋消防署において、下野市消防団入団式が
行われ、新入団員39人が決意を新たにしました。新入団員
の皆さんは、緊張した面持ちで、大塚団長から辞令の交付
を受けました。また、式典後は石橋消防署員の指導による
訓練礼式が行われました。
消防団は普段は自分の職業を持ちながら、火災が発生し
た際は消火活動を行い、地震や風水害などの大規模災害発
生時には救助、救出活動を行います。市民の安全・安心な
まちづくりのために、活躍されることを期待します。

３月９日、天平の丘公園において下野市シルバー
人材センターの会員約60人によるボランティアによ
り、公園内を流れる明日香川の落ち葉や泥さらいが
行われました。
この清掃は平美林会の会員であるシルバー人材セ

ンターにより毎年
行っていただいて
おり、清掃後は汚
れていた明日香川
に清流が戻りまし
た。ありがとうご
ざいました。

消防団が表彰されました
日ごろの活動が評価され４つの賞を受賞

天平の丘公園をボランティア清掃

S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s 　 　 ま ち の 話 題
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
②　

期
限
内
に
収
め
ま
し
ょ
う
。

県内一斉地方税滞納整理強化月間

平
成
28
年
度
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
納
税
通
知
書
及
び
課

税
明
細
書
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
納
税
通
知
書
は
5
月

13
日
㈮
に
発
送
し
ま
す
。
課
税
明

細
書
を
合
わ
せ
て
同
封
し
ま
す
の

で
、
課
税
物
件
に
誤
り
が
な
い
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
所
有

物
件
数
（
土
地
の
筆
数
、
家
屋
の

棟
数
の
合
計
）
が
16
件
を
超
え
る

方
に
は
、
納
税
通
知
書
と
は
別
に

課
税
明
細
書
を
送
付
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
全
期
前
納
分
と
第
1

期
分
の
納
期
限
は
5
月
31
日
㈫
で

す
。平

成
28
年
度
軽
自
動
車
税
納
税

通
知
書
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
軽
自
動
車
税
の
納

か
ら
の
委
任
状
、
代
理
の
方
の
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
等
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
申
請
期
間

5
月
13
日
㈮
～
31
日
㈫

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
申
請
場
所

税
務
課

※
申
請
書
は
税
務
課
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

■
減
免
申
請
の
継
続
手
続
き

　

平
成
27
年
度
に
減
免
を
受
け
た

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
郵

送
し
て
あ
り
ま
す
「
軽
自
動
車
税

現
況
報
告
書
兼
減
免
継
続
申
請

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
済
み
の
場
合
は
、
減
免

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

※
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
自
動
車
は
、
障
が
い
者
の

方
1
人
に
つ
き
1
台
で
す
。

※
普
通
自
動
車
を
所
有
し
、
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い

る
場
合
は
、
軽
自
動
車
税
の

減
免
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

・
身
体
障
が
い
者
、
精
神
障
が

い
者
が
自
ら
使
用
す
る
軽
自

動
車

・
身
体
障
が
い
者
、
精
神
障
が

い
者
の
た
め
に
、
生
計
を
一

に
す
る
方
が
使
用
す
る
軽
自

動
車

・
構
造
が
身
体
障
が
い
者
等
の

利
用
に
供
す
る
も
の
で
あ
る

軽
自
動
車

■
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

・
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育

手
帳
ま
た
は
精
神
障
が
い
者

保
健
福
祉
手
帳

・
運
転
す
る
方
の
免
許
証

・
車
検
証
の
コ
ピ
ー

・
平
成
28
年
度
軽
自
動
車
税
納

税
通
知
書

・
構
造
に
よ
る
減
免
に
つ
い
て

は
、
軽
自
動
車
の
側
面
及
び

後
面
の
写
真
（
後
面
は
ナ
ン

バ
ー
が
わ
か
る
も
の
）　

・
印
鑑

・
納
税
義
務
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
書

・
納
税
義
務
者
の
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

等
）

■
代
理
の
方
が
申
請
す
る
場
合

　

納
税
義
務
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通

知
書
（
写
し
可
）、
納
税
義
務
者

税
通
知
書
は
5
月
13
日
㈮
に
発
送

し
ま
す
。

平
成
28
年
度
軽
自
動
車
税
の
納

期
限
は
5
月
31
日
㈫
で
す
。

※�

口
座
振
替
を
依
頼
さ
れ
て

い
る
方
は
、
振
替
日
の
前

日
ま
で
に
預
金
残
高
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
納
期
限
の
過

ぎ
た
も
の
、
納
付
書
1
枚
あ

た
り
の
金
額
が
30
万
円
を
超

え
る
納
付
に
つ
い
て
は
お
取

扱
い
で
き
ま
せ
ん
。
金
融
機

関
等
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。）

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ

い
て

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使

用
す
る
軽
自
動
車
で
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
、
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

新
規
で
減
免
申
請
を
さ
れ
る
方

は
、
納
期
限
（
5
月
31
日
）
ま
で

に
税
務
課
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

■
減
免
対
象
軽
自
動
車

軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
さ
れ

て
い
る
方
へ
お
願
い

車
検
の
あ
る
軽
自
動
車
の
軽
自

動
車
税
を
口
座
振
替
さ
れ
て
い
る

方
へ
の
車
検
用
納
税
証
明
書
の
送

付
は
、
6
月
10
日
頃
に
な
り
ま
す
。

車
検
は
、
車
検
有
効
期
限
の
1

か
月
前
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
誠
に
恐
れ
入
り
ま
す
が
、

車
検
有
効
期
限
が
平
成
28
年
6
月

1
日
か
ら
6
月
10
日
頃
の
場
合
、

平
成
27
年
度
の
車
検
用
納
税
証
明

書
（
証
明
書
の
有
効
期
限
平
成
28

年
5
月
30
日
）
で
、
5
月
30
日
ま

で
に
車
検
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
28
年
度
車
検
用
納

税
証
明
書
は
、
金
融
機
関
で
の
納

税
が
確
認
で
き
次
第
、
税
務
課
窓

口
に
て
申
請
に
よ
り
無
料
で
発
行

し
ま
す
。（
証
明
書
の
有
効
期
限

平
成
29
年
5
月
30
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
資
産
税
グ
ル
ー
プ

☎（
32
）８
８
９
２

県内一斉地方税滞納整理強化月間

県内一斉地方税滞納整理強化月間
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選
挙
権
年
齢
が
6
月
19
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
が
、
20
歳
か
ら
何
歳
に
変
わ
る
で
し
ょ
う
？　

①
22
歳　

②
18
歳　

③
16
歳

問
３

県内一斉地方税滞納整理強化月間県内一斉地方税滞納整理強化月間

3月～5月は
県内一斉地方税滞納整理強化月間です
県内一斉に滞納整理の強化に取り組みます！

納税の公平と税収の確保を図るため、３～５月を「県内一斉地方税滞納整理強
化月間」として、栃木県と協働して県内一斉に徴収の強化に取り組みます。

税は行政サービス
の重要な財源です
税金は教育や福祉な

どの公共サービスの提
供や、道路等公共施設
の整備、防災など皆さ
んが安心・安全に暮ら
していける環境をつく
るために使われます。

滞納者には差し押さえ
などの処分を行います
納期限を過ぎても完納さ

れない場合は金額の多少、未
納の年数に関わらず滞納処分
を行います。
「差押」の言葉からは不動
産差押や家宅捜索を連想され
るかもしれませんが、最近で
は給与・年金等の債権や換価
しやすい自動車の差し押さえ
を強化しています。
納期内納付が困難な場合は、
早急に納付相談をして計画的
に納付しましょう。

■問い合わせ先　税務課収納グループ　☎（32）８８９３

税金は ないと
こまるね これからも

■平成28年度納税カレンダー
納期限

税目等
H28
5/31 6/30 8/1 8/31 9/30 10/31 11/30 12/26

H29
1/31 2/28

市県民税
（普通徴収） 1期 2期 3期 4期

固定資産税
都市計画税 1期 2期 3期 4期

軽自動車税 1期
国民健康保険税
（普通徴収） 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

介護保険料
（普通徴収） 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

後期高齢者医療保険料
（普通徴収） 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

※この納期限以外に随時分として特別に納期限を定めることがあります。
＊ 市税等の納付は口座振替が便利です。下記の取扱い金融機関窓口に申込書を提出してください。
・足利銀行	 ・ 栃木銀行	 ・ゆうちょ銀行・郵便局
・宇都宮農業協同組合	 ・ 小山農業協同組合	 ・足利小山信用金庫
・みずほ銀行	 ・ 三井住友銀行（介護保険料、後期高齢者医療保険料を除く）
＊ コンビニエンスストアでも納付することができます。
バーコード付きの納付書で納付できます。ただし、コンビニエンスストア利用可能期限を過ぎた納付書は
使用できません。
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【
正
解
は
】
②

選挙権年齢が18歳以上になります！

下野市の投票所で投票するためには
下野市の選挙人名簿（住民基本台帳に基づいて作成）に登録される必要があります。登録

は「定時登録」（3月、6月、9月、12月の1日現在で登録）のほか、選挙が行われる際の「選挙時登録」があります。
進学や就職等で他市区町村から下野市に引っ越された方は、下野市へ住民票を移してください。

引っ越しをされた方は注意が必要です！
選挙で投票する場所は、原則として住民票のある市区町村です。下野市の選挙人名簿に登録されるには、下

野市に転入届をした日から選挙の公示日の前日までに３か月以上住んでいる必要があります。３か月経ってい
ない方で旧住所地に３か月以上住んでいた方は旧住所地で投票できます。旧住所地へ行けない場合は、不在者
投票という制度を活用することもできます。不在者投票は、書類のやりとりを郵送で行うため、手続きに時間
がかかりますので早めに市区町村の選挙管理委員会にお問い合わせください。

若者の力を社会・政治が必要としています！
日本は少子高齢化、人口減少社会を迎えています。この状況において、日本の未来を作り担う存在である10

代にもより政治に参画してもらいたいと考えています。また、より早く選挙権を持つことにより、社会の担い
手であるという意識を若いうちから持っていただき、主体的に政治に関わる若者が増えてほしいと考えていま
す。若者の投票率が低くなると、若者の声は政治に届きにくくなってしまいます。その結果、若者に向けた政
策が実現しにくくなったり、実現するのに時間を要する可能性があります。

今後は、ますます若い世代が政治に関心をもち、積極的に政治に参画することが期待されています。

選挙権年齢が18歳以上になります！
公職選挙法の一部改正に伴い、選挙権年齢がこれまでの「満20歳以上」から「満18歳以上」に引き下
げられます。（平成28年6月19日施行）
　これに伴い、施行日後に初めて行われる国政選挙から、18歳・19歳の方の投票が可能となります。
●７月に予定されている参議院議員通常選挙から18歳・19歳の方が新たに選挙に参加できることになります。
　政治や選挙に関心を持ち、大切な一票を投票してください。

選
挙
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

政
治
や
選
挙
を
も
っ
と
身
近

に
感
じ
、
気
軽
に
出
掛
け
ら
れ

る
投
票
所
づ
く
り
を
目
指
し
、

「
投
票
立
会
人
」を
募
集
し
ま
す
。

■
投
票
立
会
人
と
は
？

　

投
票
所
で
投
票
が
公
平
に
正

し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
た
め
、
投
票
に
立
ち

会
っ
て
い
た
だ
く
方
で
す
。

■
応
募
資
格

　

下
野
市
在
住
の
有
権
者

（
下
野
市
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
）

■
当
日
投
票
立
会
人

・
立
会
場
所

あ
な
た
の
投
票
区
の
投
票
所

・
立
会
時
間

午
前
７
時
～
午
後
８
時

・
報
酬　

１
０
、７
０
０
円
（
規

程
の
源
泉
所
得
税
を
控
除
）

　

昼
と
夜
に
お
弁
当
を
用
意
し

ま
す
。

■
期
日
前
投
票
立
会
人

・
立
会
場
所

　

期
日
前
投
票
所

・
立
会
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

・
報
酬　

９
、５
０
０
円
（
規

程
の
源
泉
所
得
税
を
控
除
）

　

昼
に
お
弁
当
を
用
意
し
ま
す

■
申
込
期
限

　

随
時
受
付
。
た
だ
し
、
第
24

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投

票
立
会
人
は
５
月
31
日
㈫
ま
で

の
申
込
者
を
優
先
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
所
属

政
党
の
有
無
・
立
会
希
望
（
当

日
・
期
日
前
・
両
方
）
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
は
「
投
票
立
会
人
候

補
者
名
簿
」
に
登
録
し
、
今
後

行
わ
れ
る
選
挙
の
投
票
立
会
人

を
依
頼
し
ま
す
。
登
録
期
間
は

申
請
か
ら
４
年
間
で
す
。

※
応
募
者
が
多
数
と
な
っ
た
場

合
は
従
事
し
て
い
た
だ
け
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎（
32
）８
９
１
６

gyousei@
city.shim

otsuke.
lg.jp

みんなで投票。みんなで参加。
あなたの一票大切に。
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名
誉
市
民
の
高
藤
直
寿
選
手
が
出
場
す
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ど
こ
？　

①
ソ
チ　

②
東
京　

③
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

問
４

自治会長紹介

地域で活躍している自治会長さんを紹介します （敬称略）

平成28年度　自治会長

石
橋
地
区

石橋上町１区 髙山　国好

国
分
寺
地
区

駅　前 荒山　栄

南
河
内
地
区

下　原 元西　正夫
石橋上町２区 舘　昭吾 下　町 海老原　正知 西　区 永吉　誠
石橋上町３区 高倉　久 仲　町 岡本　鉄男 一丁目 坂本　一男
石橋上町４区 真下　義雄 小金井上町 川俣　一由 二丁目 横島　清
寿　町 金田　英昭 関根井 野沢　章 三丁目 早川　信治
石　町 萩野矢　正美 小金井北 木村　和久 四丁目 野沢　岩己
旭　町 渡辺　悦雄 笹　原 倉井　宇一 五丁目 篠﨑　和男
本　町１区 髙山　忠則 箕　輪 大山　正男 六丁目 鶴見　直利
本　町２区 廣沢　重芳 川　東 太田　洋 日生団地 大塚　久行
本　町３区 石川　利光 泉　町 小貫　眞人 成　田 富永　一巳
本　町４区 有野　一良 川　北 永井　美知雄 町田上 野澤　一文
本　町５区 木村　てる子 川　南 山田　耕一 町田下 小川　昭久
栄町１・２丁目 飯野　悦男 川　西 稲葉　光男 谷地賀上 大山　辰男
栄町３丁目 笠野　幸男 南国分 前原　克弘 谷地賀下 野澤　文子
栄町４丁目１区 青木　重男 国分１ 近藤　吉男 下文狹 直井　正臣
栄町４丁目２区 吉葉　武夫 国分２ 近藤　勇三郎 東田中 野口　昌昭
栄町４丁目３区 奥田　　勉 国分３ 水沢　清 西田中 坂本　英二
栄町４丁目４区 下蔵　勝治 紫 前原　秋夫 地久目喜 坂本　良一
栄町４丁目５区 角田　　充 旭ケ丘 黒崎　冨士夫 仁良川上 蓬田　清
栄町４丁目６区 細田　　穆 柴南１ 大山　文男 仁良川下 金子　信博
上大領 伊沢　一夫 柴南２ 海老原　房男 祇園町 大門　利雄
中大領 橋本　喜次郎 柴南３ 内田　美津夫 自治医大職員住宅 横田　佳子
東前原 生田目　安夫 柴南４ 井上　範昭 祇園一丁目北 坂本　信夫
下大領 小平　一之 柴南５ 高村　秀男 祇園一丁目 志賀　秀幸
入の谷 小林　武 柴南６ 峰　勇一 祇園二丁目 佐藤　弘隆
下石橋１区 黒川　正雄 柴北１ 大橋　正巳 祇園ダイアパレス 玉暉　昌良
下石橋２区 吉田　宗司 柴北２ 楡木　一夫 ミラパセオ自治医大 上野　久子
富士見町 井坂　友治 柴北３ 海老原　正幸 祇園三丁目南 山村　茂
グンゼ社宅 横山　哲治 柴北４ 金子　康法 祇園三丁目エルメゾン 星野　京子
第一雇用団地 恩田　百合子 鈴苅町 鈴木　修 祇園自治医大 法月　正太郎
上古山１区 髙山　修司 日出町 深谷　幸司 祇園三丁目東 小川　悟子
上古山２区 野口　武司 丸野町 橋本　幸治 アーバンコンフォート 廣田　智幸
上古山３区 髙山　利夫 駅　東 丸若　雅雄 祇園四丁目 川上　育子
上　原 青柳　庄一 医大前 横田　英典 ＧＴ祇園五丁目 藤田　祐司
下古山１区 山口　三郎 烏ケ森１東 日坂　安利 緑一丁目 井上　進
下古山２区 若松　健一郎 烏ケ森１西 長島　壽一 緑二丁目 大森　司
下古山３区 手塚　操 烏ケ森２ 塚原　周友 緑三丁目北 神谷　雅美
通古山１区 猪瀬　富夫 あづま町 佐藤　芳男 緑三丁目南 渡辺　欣宥
通古山２区 三輪　健治 緑四丁目北 会田　功
通古山３区 飯野　優卿 緑四丁目南 金子　ひとみ
通古山４区 三浦　昭男 緑五丁目 藤田　晃史
通古山５区 市村　政行 緑五丁目南 稲生　芳弘
通古山６区 髙橋　邦好 緑六丁目 小川　雄司
第二雇用団地 須藤　吏恵 ＧＴ緑六丁目 澤口　武尊
若林北部1区 滝沢　芳夫 本吉田北 杉山　春喜
若林北部２区 金澤　勝敏 本吉田南 横島　一郎
若林南 倉井　精一 絹　板 横山　清
下長田 梅山　文男 絹板台 渡邊　啓一
上　台 古谷　輝男 台坪山 金島　茂忠
細　谷 栃木　昌博 的　場 伊澤　義直
橋本南 前原　章一 上坪山 野口　久夫
橋本北 金田　隆之 東　根 松本　賢

塚　越 星野　実
磯　部 伊澤　行雄
川　島 相澤　康男
上吉田 髙橋　義雄
鯉　沼 舘野　敏男
三王山 大太刀　逸郎
西坪山 百武　亘

■問い合わせ先　　市民協働推進課　　☎（32）８８８７

自治会に加入しましょう
自治会とは、地域の人々が互いに交

流し、知恵を出し合い、力を合わせて住
み良い地域をつくるために組織されてい
ます。また、自治会は地域を代表する組
織であり住民自治を日常的に支える機能
を持っています。地域の一員として、自
治会に加入しましょう。

自治会への加入については、最寄り
の自治会長さんへご連絡ください。
■自治会の主な活動

・積極的な防犯・防災活動
・地域の交流を深める行事の開催
・�広報紙や市議会だよりなど、行政

の情報資料配布協力
・�その他、地区住民の利益増進に関

すること
など
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ペ
ー
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市民課窓口が変わります

証明書交付サービス対応マルチコピー機を
新庁舎に設置しました。

事務処理の内容 取扱日・取扱時間

住民基本台帳カード・マイナンバーカードを利用し
て、住民票・印鑑証明書が交付できます

平日：午前８時30分~午後５時15分
火曜日：午前８時30分~午後７時
土・日・祝日：午前８時30分~午後５時

新庁舎の市民課窓口が変わります
　新庁舎では正面玄関を入ると、まずフロアマネージャーが担当課
がどこか、その場所はどこかをご案内します。行き先へのご案内は、
大画面のタッチパネル式案内板でも確認することができます。
　市民課へご用の方は、申請書・届出書にご記入のうえ、番号札を
お取りになってお待ちください。
　ご用件ごとに受付カウンターが分かれています。番号札の発券機
で、ご希望の用件のボタンを押してください。

① 証明書申請・お渡し
② 旅券・個人番号カード
③ ④ ⑤ 戸籍・住所変更
⑥ 後期高齢者医療
⑦ ⑧ 国民健康保険・国民年金

新庁舎の市民課では11ページのような業務を行っています。
受付窓口は下記のように分かれています。

番号札発券機の画面・ご用件のボタンを押してください。
番号札が発券されます。

■問い合わせ先　市民課　　　☎（32）8896
　　　　　　　　総務人事課　☎（32）8888
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5
月
6
日
か
ら
デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
お
で
か
け
号
」
の
乗
り
継
ぎ
共
通
施
設
が
1
か
所
に
な
り
ま
す
が
そ
れ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
？

①
下
野
市
役
所
新
庁
舎　

②
東
京
駅　

③　

南
極

問
５

市民課窓口業務が変わります 市民課窓口が変わります

５月６日からの市民課窓口業務が変わります
下野市役所は5月6日から新庁舎で業務を開始します。市役所移転に伴い、市民
課窓口業務が下記のとおり変更になります。その他のお手続きは、各担当課窓
口になります。

取　　扱　　業　　務　

区分 業務名
実施個所

新庁舎
☎32-8896

石橋窓口
☎32-8700

南河内窓口
☎48-2111

戸籍 戸籍各種届出 ○ ― ―

住民基本台帳

転入届、転居届、転出届、世帯主変更届、世帯合併・分
離、マイナンバーカードの交付 ○ ― ―

新築による届出（住居表示地区＝花の木、大光寺、大松
山、駅東） ○ ― ―

印鑑登録 印鑑登録申請、印鑑登録廃止申請、印鑑登録証の切替 ○ ― ―

証明

戸籍全部・個人事項証明（謄本・抄本）、戸籍の附票、
身分証明、住民票、印鑑登録証明 ○ ○ ○

除籍謄本・抄本、戸籍記載事項証明、届出受理証明、死
亡届の写し、住民票記載事項証明、不在住・不在籍証明、
広域交付（住民票、戸籍全部・個人事項証明）、公的個
人認証、仮ナンバー（臨時運行許可証）、改葬許可申請

○ ― ―

旅券 新規申請、切替申請、記載事項変更、査証欄の増補等申
請の受理及び旅券の交付 ○ ― ―

国民健康保険 国民健康保険各種届出 ○ ― ―

後期高齢者
医療 後期高齢者医療各種届出 ○ ― ―

国民年金 国民年金各種届出 ○ ― ―

納税 市税等の収納（納付書のないもの、納期限を過ぎたもの、
督促状及び法人税を除く） ― ○ ○

新庁舎では、上記の業務の一部を下記のとおり延長して行います。
	 延　長　窓　口　業　務�（午後５時15分〜午後７時）

事務処理の内容 取扱日・取扱時間

住民異動届、各種戸籍届、住民票、住民票記載事項証明、印鑑登録証明、
戸籍全部・個人事項証明、旅券の申請・受理、マイナンバーカードの交付

毎週火曜日
（休日、年末年始は除きます。）

※	�　なお、これまで市民課で行っていました各種税証明（納税証明、所得証明、課税証明、固定資産評価証明、
公課証明等）の発行業務については、税務課で取り扱うことになります。

新
４
号
国
道

新
４
号
国
道

南河内図書館南河内図書館

南河内
中学校
南河内
中学校

自治医大自治医大

自
治
医
大
駅

自
治
医
大
駅
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解
は
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詳
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平
成
28
年
度

自
治
医
科
大
学
公
開
講
座

「
が
ん
を
学
ぶ

～
予
防
・
診
断
・
治
療
～
」

一
流
の
教
授
陣
が
講
師
を
務
め
、

予
防
医
療
や
最
新
医
療
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
公
開
講

座
を
今
年
度
も
開
催
し
ま
す
。

ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

様
々
な
角
度
か
ら
の
講
座
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

■
日
時

　
７
月
２
日
㈯

　
７
月
９
日
㈯

　
７
月
16
日
㈯

　
７
月
23
日
㈯

　
７
月
30
日
㈯

　
毎
回
午
後
１
時
30
分
～
４
時
15

分■
場
所

　
自
治
医
科
大
学

　
地
域
医
療
情
報
研
修
セ
ン
タ
ー

　
大
講
堂

■
費
用

　
無
料

講
座
の
詳
細
や
申
し
込
み
方
法

は
、
広
報
し
も
つ
け
６
月
号
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
文
化
課

　
☎（
32
）８
９
１
９

平
成
28
年
度
生
涯
学
習
情
報

誌
「
エ
ー
ル
」
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
25　
３
Ｂ
体
操
マ
ロ
ン

　
誤　

�

音
楽
に
合
わ
せ
て
行
う
系

運
動
と
ス
ロ
レ
ッ
チ

　
正　

�

音
楽
に
合
わ
せ
て
行
う
軽

運
動
と
ス
ト
レ
ッ
チ

Ｐ
26　
翠
の
会

　
誤　
第
１・３
金
曜
日

　
正　
第
１・３
木
曜
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　
石
橋
公
民
館

　
☎（
52
）１
１
５
７

計画内容は市ホームページでご覧になれます。　■問い合わせ先　生涯学習文化課　☎（32）8919
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シ
ニ
ア
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
講
座
受
講
生
募
集

電
話
機
能
し
か
利
用
し
て
い
な

い
方
で
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

触
れ
て
情
報
社
会
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
シ
ニ
ア
の
方
を
対
象

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
講
座
を

開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
対
象

概
ね
60
歳
以
上
で
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
初
め
て
の
方
、
ま
た
は
活

用
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方

■
コ
ー
ス
・
日
時

◎
午
前
コ
ー
ス

　
５
月
28
日
㈯

　
午
前
10
時
～
正
午

◎
午
後
コ
ー
ス

　
５
月
28
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
定
員

　
各
コ
ー
ス
10
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
会
場

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
応
募
期
間
・
方
法

　
５
月
16
日
㈪
か
ら

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
水
・
日
曜
日
は
除
く
）

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
に
電

話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ッ
プ
形
式
で
学
習
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
だ
け
で
な
く
市
民
活
動
や
日

常
生
活
で
も
活
か
せ
る
講
座
で
す
。

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

■
講
師

　
話
の
聞
き
方（
傾
聴
）教
室

　
傾
聴
ハ
ピ
ネ
ス
代
表

　
渡
邊　
純
子　
氏

■
日
程
と
講
座
内
容

①
７
月
７
日
㈭

聴
き
た
い
人
は
話
し
た
い

②
７
月
14
日
㈭

聞
き
出
す
か
ら
話
し
た
く
な
る

聞
き
方
へ

③
７
月
21
日
㈭

否
定
せ
ず
受
け
止
め
て
聴
く

④
７
月
28
日
㈭

気
持
ち
に
寄
り
添
う
聞
き
方

⑤
８
月
４
日
㈭

傾
聴
を
日
常
で
活
か
す

■
時
間

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
費
用

　
無
料

■
定
員

　
20
名
程
度　
先
着
順

■
会
場

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
応
募
期
間

　
６
月
１
日
㈬
～
６
月
30
日
㈭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
（
水
・
日
は
除
く
）

■
受
講
料

　
３
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

■
準
備

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ

ｎ
ｅ
）は
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
が
用

意
し
ま
す
。

■
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
県
シ
ニ
ア
セ

ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎（
40
）０
９
１
１

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談
窓
口

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時

　
６
月
６
日
㈪

　

７
月
４
日
㈪

　
午
後
１
時
～
２
時

■
相
談
受
付

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会（
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎（
40
）０
９
１
１

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

受
講
生
募
集

相
手
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、

そ
の
方
の
話
に
耳
を
傾
け
て
聴
く

「
傾
聴
」に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

　
☎（
40
）０
９
１
１

社
会
福
祉
協
議
会
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
土
・
日
は
除

く
）

☎（
43
）１
２
３
６

（
44
）５
８
０
７

下
野
市
新
庁
舎 

花
と
緑
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座 

受
講
生
募
集

新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
下
野
市

庁
舎
の
緑
地
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
、

花
と
緑
の
実
践
型
講
座
を
実
施
し

ま
す
。
新
庁
舎
を
舞
台
に
、
花
と

緑
の
正
し
い
知
識
と
技
術
を
身
に

つ
け
ま
せ
ん
か
？

■
内
容
・
日
程

①
６
月
16
日（
木
）

「
基
礎
知
識
の
習
得
」

②
８
月
上
旬

「
花
や
緑
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」

※
全
４
回
講
座
。
２
回
目
以
降
の

講
座
計
画
に
つ
い
て
は
初
回
講
座

日
に
ご
案
内
し
ま
す
。

■
時
間

　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

■
講
師

　
市
造
園
建
設
業
協
同
組
合

■
定
員

20
名（
先
着
順
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

■
費
用

　
無
料

■
集
合
場
所

下
野
市
庁
舎　
３
０
２
会
議
室

■
持
ち
物
、
服
装

軍
手
、
剪
定
ば
さ
み
、
長
靴
な

ど
作
業
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
間
・
申
込
み
方
法

５
月
23
日
㈪
～
６
月
10
日
㈮

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
窓
口

か
お
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
水
・
日
曜
を
除
く
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎（
40
）０
９
１
１

「
癒
し
の
傾
聴
サ
ロ
ン
」開
催

ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
取

り
入
れ
た
傾
聴
サ
ロ
ン
で
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時
　

５
月
17
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
費
用
　

５
０
０
円（
材
料
費
等
）

■
講
師

　
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
高
橋　
涼
子
氏

■
申
し
込
み

　
直
接
ご
来
場
く
だ
さ
い

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎（
40
）０
９
１
１
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健康増進課　☎（32）８９０５問い合わせ先

■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905

・
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

・
健
康
推
進
員
の
役
割
に
つ
い
て

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

※
弁
当
代
実
費

②
７
月
11
日
㈪
ゆ
う
ゆ
う
館

　

午
前
９
時
～
正
午
（
予
定
）

・
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て

・
高
血
圧
予
防
の
た
め
の
食
生
活

③
８
月
２
日
㈫
ゆ
う
ゆ
う
館

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分（
予
定
）

・�

運
動
の
効
果
・
必
要
性
・
習
慣

づ
く
り
の
コ
ツ

・
運
動
の
実
践

④
８
月
23
日
㈫
ゆ
う
ゆ
う
館

　

午
前
ま
た
は
午
後

　

９
月
８
日
㈭
き
ら
ら
館

　

午
前
中

　

９
月
15
日
㈭
ゆ
う
ゆ
う
館

　

午
前
中

（
い
ず
れ
か
１
回
の
参
加
に
な
り

ま
す
）

健
康
づ
く
り
教
室
に
参
加
し
て
み

ま
し
ょ
う

⑤
９
月
28
日
㈬
ゆ
う
ゆ
う
館

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

・
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
申
込
み
期
限　

６
月
20
日
㈪

相　
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る
現

代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
」

が
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、
誰
に
も

相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を
し

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

精
神
科
医
が
対
応
す
る
「
こ
こ

ろ
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
す
る
こ
と
で
、
今
の
つ
ら

さ
が
少
し
で
も
軽
く
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
程

　

5
月
10
日
㈫
、
７
月
5
日
㈫

　

午
後
２
時
～
４
時

■
場
所　
ゆ
う
ゆ
う
館

■
相
談
員　
精
神
科
医

■
料
金　
無
料

※�

予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
日
の

一
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※�
相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健
師

が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

募　
集

健
康
推
進
員
を
募
集
し
ま
す

あ
な
た
の
力
を
健
康
づ
く
り

に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
に
は
、

健
康
を
増
進
し
疾
病
を
予
防
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
市

は
健
康
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

自
分
と
家
族
の
健
康
づ
く
り
か
ら

地
域
の
健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協

働
し
た
健
康
づ
く
り
活
動
を
行
う

た
め
の
健
康
推
進
員
の
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
健
康
推
進
員
と

は
、
市
民
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
行

政
と
一
緒
に
健
康
づ
く
り
を
担
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り

を
支
援
す
る
「
健
康
推
進
員
」
に

な
り
、「
健
康
し
も
つ
け
21
プ
ラ

ン
」
を
市
内
全
域
に
普
及
・
推
進

を
図
る
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
定
員　

30
名

■
募
集
要
件　

健
康
づ
く
り
に
関

心
が
あ
り
、
地
域
に
お
い
て
健
康

推
進
員
と
し
て
活
動
で
き
る
方　

■
養
成
講
座
の
日
程
と
内
容

①
７
月
４
日
㈪
ゆ
う
ゆ
う
館

　

午
前
９
時
～
午
後
3
時（
予
定
）

子
育
て
巡
回
相
談

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩
み

や
心
配
ご
と
の
相
談
を
実
施
し
ま

す
。子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

■
日
程　
5
月
18
日
㈬

※
奇
数
月
に
実
施
予
定
。

■
時
間　
午
前
9
時
～
11
時

■
相
談
員　
心
理
士
・
保
育
士

■�

会
場　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
く
し
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

■
日
程　
5
月
23
日
月

※
奇
数
月
に
実
施
予
定
。

■
時
間　
午
前
9
時
～
11
時

■�

相
談
員　

心
理
士
・
看
護
師
・

保
育
士

■
会
場

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

（
わ
か
ば
保
育
園
内
）

※�

「
み
る
く
」
を
初
め
て
利
用
さ

れ
る
場
合
に
は
、
防
犯
対
策
の

た
め
に
入
館
者
登
録（
名
札
代
）

３
１
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

※�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

随
時
保
育
士
が
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。
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お
知
ら
せ

６
月
１
日
～
７
日
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
普
及
週
間
で
す

平
成
26
年
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・

エ
イ
ズ
患
者
新
規
報
告
数
は
全
国

で
１
，
５
４
６
件
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
が
分
か
っ
た
と
き
に
は
既
に
エ

イ
ズ
を
発
症
し
て
い
る
（
い
き
な

り
エ
イ
ズ
）
割
合
が
３
割
に
の
ぼ

り
ま
す
。
早
期
発
見
の
た
め
に
は

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
を
心
配
さ
れ
て

い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
検
査
を

受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
検
査
実
施
場
所

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
小

山
市
犬
塚
３
―
１
―
１
）

■
検
査
費
用　
無
料
（
匿
名
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎（
22
）１
２
１
９

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

皆
さ
ん
の
善
意
に
よ
る
無
償
の

献
血
が
、
病
気
や
け
が
な
ど
で
輸

血
を
必
要
と
し
て
い
る
方
の
尊
い

生
命
を
救
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
日
時

　

6
月
6
日
㈪

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

午
後
1
時
～
4
時

■
会
場

　

下
野
市
役
所
駐
車
場

※
全
血
の
み
実
施
し
ま
す
。

５
月
25
日
～
31
日
は

脳
卒
中
週
間
で
す

○
顔
の
片
側
が
ゆ
が
ん
で
い
る

○
片
腕
が
上
が
ら
な
い

○
ロ
レ
ツ
が
ま
わ
ら
な
い

○�

片
方
の
目
が
見
え
な
い
、
モ
ノ

が
２
つ
に
見
え
る
、
視
野
の
半

分
が
か
け
る

こ
の
よ
う
な
顔
、
腕
、
言
葉
な

ど
の
異
常
は
「
脳
卒
中
」
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

脳
卒
中
は
、
寝
た
き
り
に
な
る

最
大
の
原
因
で
す
。
症
状
が
出
現

し
て
か
ら
4
時
間
半
以
内
で
な
い

と
、
脳
梗
塞
の
場
合
は
最
新
治
療

（
ｔ-

Ｐ
Ａ
静
注
療
法
）
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
突
然
」
で
す
。

突
然
右
の
よ
う
な
症
状
が
出
現
し

た
ら
、
一
秒
で
も
早
く
救
急
車
を

呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

歯
と
口
の
健
康
週
間

　

フ
ッ
素
塗
布
・
歯
の
相
談

■
日
時

　

６
月
5
日
㈰

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

■
場
所

　

下
野
会
場
：
き
ら
ら
館

　

小
山
会
場
：
小
山
市
健
康
医

療
介
護
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　

野
木
会
場
：
野
木
町
保
健
セ

ン
タ
ー

■
対
象
者

年
中
児
～
小
学
２
年
生

（
平
成
20
年
４
月
２
日
〜
平

成
24
年
４
月
１
日
生
）

■
料
金　
無
料

■
そ
の
他

・�

歯
を
磨
い
て
か
ら
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

・�

フ
ッ
素
塗
布
後
30
分
間
は
飲

食
で
き
ま
せ
ん
。

※�

当
日
は
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

も
実
施
し
ま
す
。

■
主
催

（
一
社
）小
山
歯
科
医
師
会
、

下
野
市
・
小
山
市
・
野
木
町

ヤ
ン
グ
健
診
を
実
施
し
ま
す

ヤ
ン
グ
健
診
（
青
年
期
生
活

習
慣
病
健
診
）
を
フ
ッ
素
塗
布

と
同
日
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
6
月
5
日
㈰

番
号
札
配
付
時
間
：
午
前
7

時
40
分
～
正
午

■
検
査
項
目

　

問
診
・
計
測（
BMI
）・
血
圧
・

血
液
検
査

※
が
ん
検
診
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

■
会
場　
き
ら
ら
館

■
対
象
者

　

20
歳
〜
39
歳
の
方

※
駐
車
場
・
会
場
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
方
法

事
前
に
、
健
康
増
進
課
に
お

電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905

献血方法別の献血基準
全血献血

200mL献血 400mL献血
1回の献血量 200mL 400mL

年　　齢 16歳〜 69歳
男性：17歳〜 69歳
女性：18歳〜 69歳

体　　重
男性：45kg以上

男女とも50kg以上
女性：50kg以上

※65歳から69歳の方は、60歳から64歳までの間に献血経験のある方に限られます。

Time 
is brain

ヤ
ン
グ
健
診
と
フ
ッ
素
塗
布
を

一
緒
に
行
い
ま
す
し
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■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905

市
で
は
、
妊
娠
サ
ポ
ー
ト
事
業

と
し
て
、
特
定
不
妊
治
療
（
体
外

受
精
・
顕
微
授
精
）
を
実
施
し
た

場
合
、
そ
の
治
療
費
の
一
部
助
成

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

特
定
不
妊
治
療
の
一
環
と
し
て

男
性
不
妊
治
療
（
精
巣
や
精
巣
上

体
か
ら
精
子
を
採
取
す
る
手
術
で

あ
る
、
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
，
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ａ
，

Ｐ
Ｅ
Ｓ
Ａ
等
）
を
行
っ
た
場
合
、

従
来
の
助
成
金
に
加
え
、
男
性
不

妊
治
療
に
係
る
治
療
費
分
に
つ
い

て
上
乗
せ
助
成
を
開
始
し
ま
す
。

※
特
定
不
妊
治
療
が
平
成
28
年
4

月
1
日
以
降
に
終
了
し
た
治
療
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

（
１
）
特
定
不
妊
治
療

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①�

治
療
開
始
時
に
法
律
上
の
婚
姻

を
し
て
い
る
夫
婦

②�

申
請
時
に
お
い
て
、
夫
婦
の
ど

ち
ら
か
が
、
下
野
市
に
引
き
続

き
1
年
以
上
住
所
を
有
す
る
方

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

④�

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

（
被
保
険
者
、
組
合
員
及
び
被

扶
養
者
）

⑤�

不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定
治
療

支
援
事
業
指
定
医
療
機
関
に
お

い
て
治
療
を
受
け
た
方

（
２
）
男
性
不
妊
治
療

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

○�

上
記
特
定
不
妊
治
療
の
①
～
④

に
該
当
す
る
方

○�

上
記
⑤
の
特
定
不
妊
治
療
の
一

環
と
し
て
男
性
不
妊
治
療
を
行

っ
た
方

※�

特
定
不
妊
治
療
の
治
療
内
容
が

以
前
に
凍
結
し
た
胚
を
解
凍
し

て
胚
移
植
を
実
施
し
た
場
合
は

対
象
外
。

○�

特
定
不
妊
治
療
を
実
施
し
た
医

療
機
関
若
し
く
は
特
定
不
妊
治

療
を
実
施
し
た
医
療
機
関
か
ら

紹
介
さ
れ
た
医
療
機
関
に
お
い

て
治
療
を
受
け
た
方

■
助
成
回
数

（
１
）
特
定
不
妊
治
療

○
１
回
の
治
療
ご
と
に
申
請

○�

初
め
て
の
申
請
に
係
る
治
療
開

始
時
の
妻
の
年
齢
に
よ
り
下
記

の
と
お
り
回
数
制
限
が
あ
り
ま

す
。

◆�

40
歳
未
満
の
方
⇨
43
歳
に
な
る

ま
で
に
６
回
（
改
正
前
に
受
け

た
助
成
の
回
数
も
含
み
ま
す
）

◆�

40
歳
以
上
43
歳
未
満
の
方
⇨
43

歳
に
な
る
ま
で
に
3
回
（
改
正

前
に
受
け
た
助
成
の
回
数
も
含

み
ま
す
）

◆�

43
歳
以
上
の
方
⇨
助
成
対
象
外

（
２
）
男
性
不
妊
治
療

○�

一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
特
定
不

妊
治
療
と
合
わ
せ
１
回
ご
と
に

申
請

※�

精
子
が
採
取
で
き
ず
治
療
が
終

了
し
た
た
め
特
定
不
妊
治
療
に

至
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
男
性

不
妊
治
療
の
み
で
の
申
請
も
で

き
ま
す
。
但
し
、
そ
の
場
合
も

特
定
不
妊
治
療
の
助
成
回
数
は

１
回
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま

す
。

○�

特
定
不
妊
治
療
の
助
成
回
数
内

■
助
成
の
内
容

（
１
）
特
定
不
妊
治
療

特
定
不
妊
治
療
に
係
る
保
険
診

療
外
の
治
療
費
か
ら
、
他
の
助
成

額
を
控
除
し
た
治
療
費
の
1
／
2

を
対
象
と
し
て
、
１
回
の
申
請
で

上
限
10
万
円
ま
で
（
凍
結
胚
移
植
、

又
は
採
卵
し
た
が
卵
又
は
状
態
の

よ
い
卵
が
得
ら
れ
な
い
た
め
中
止

し
た
場
合
は
５
万
円
ま
で
）　

（
２
）
男
性
不
妊
治
療

特
定
不
妊
治
療
（
但
し
、
以
前

に
凍
結
し
た
胚
を
解
凍
し
て
胚
移

植
を
実
施
し
た
場
合
を
除
く
）
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
、
精
子
を

精
巣
又
は
精
巣
上
体
か
ら
採
取
す

る
た
め
の
手
術
に
要
し
た
費
用
に

係
る
保
健
診
療
外
の
治
療
費
か
ら
、

他
の
助
成
額
を
控
除
し
た
治
療
費

の
１
／
２
を
対
象
と
し
て
、
１
回

の
申
請
で
上
限
10
万
円
ま
で

■
必
要
書
類

□�

不
妊
治
療
費
（
特
定
不
妊
治
療

お
よ
び
男
性
不
妊
治
療
）
助
成

金
交
付
申
請
書

□�

夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
保
険
証

の
写
し

□�

治
療
に
係
る
領
収
書
の
原
本

（
医
療
機
関
で
証
明
さ
れ
た
治

療
期
間
お
よ
び
治
療
費
分
の
全

て
）

□�

助
成
金
交
付
決
定
通
知
書
の
写

し　
※�

医
療
保
険
や
他
自
治
体
等
か
ら

給
付
が
あ
る
と
き

□�

同
意
書　

※
県
の
助
成
金
交
付

決
定
通
知
が
な
い
と
き

□�

戸
籍
謄
本
、
本
籍
・
続
柄
が
記

載
さ
れ
た
個
人
番
号
記
載
の
な

い
住
民
票　

※
夫
婦
が
同
じ
世

帯
の
場
合
は
不
要
。

■
注
意
事
項

①
必
ず
、
栃
木
県
の
不
妊
に
悩
む

方
へ
の
特
定
治
療
支
援
事
業
へ
申

請
で
き
る
か
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
で
き
る
方
は
、
先
に
栃
木

県
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
栃
木

県
か
ら
の
支
給
決
定
以
後
、
市
へ

の
申
請
と
な
り
ま
す
。（
市
へ
の

申
請
に
県
の
交
付
決
定
通
知
書
が

必
要
で
す
。）

申
請
で
き
な
い
方
は
、
市
の
み

の
申
請
と
な
り
ま
す
。（
同
意
書

が
必
要
で
す
。）

②
特
定
不
妊
治
療
の
一
環
と
し
て

男
性
不
妊
治
療
を
行
い
、
そ
の
分

も
申
請
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
一
緒

に
（
同
じ
申
請
書
で
）
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
特
定
不
妊
治
療
の
申

請
を
受
け
付
け
た
後
、
男
性
不
妊

治
療
を
行
っ
た
と
申
し
出
が
あ
っ

て
も
、
上
乗
せ
助
成
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
男
性
不
妊
治
療

単
独
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
主
治
医
等
の
治
療
方
針
に
よ
り
、

採
卵
前
に
男
性
不
妊
治
療
を
行
っ

た
が
、
精
子
が
採
取
で
き
ず
治
療

が
終
了
し
た
場
合
は
、
男
性
不
妊

治
療
の
み
で
の
申
請
も
で
き
ま
す
。

但
し
、
そ
の
場
合
も
特
定
不
妊
治

療
の
助
成
回
数
は
１
回
と
し
て
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

妊
娠
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て

◇
男
性
不
妊
治
療
費
の
上
乗
せ
助
成
を
開
始
し
ま
す
◇
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結
核
健
診
の
お
知
ら
せ

感
染
症
法
に
定
め
ら
れ
た
結
核

定
期
健
診
（
胸
部
間
接
レ
ン
ト
ゲ

ン
撮
影
）
を
下
記
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。
こ
の
健
診
の
対
象
者
は

65
歳
以
上
（
平
成
29
年
３
月
31
日

基
準
）
の
方
で
、
毎
年
１
回
の
健

診
と
な
り
ま
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

診
車
が
市
内
を
巡
回
し
ま
す
の
で
、

市
か
ら
４
月
下
旬
に
郵
送
さ
れ
た

受
診
票
を
ご
持
参
の
う
え
、
最
寄

り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
の
結
果
、
要
精
密
検
査
に

な
っ
た
方
は
医
療
機
関
で
精
密
検

査
を
受
診
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。

（
健
診
結
果
は
、
６
月
下
旬
に
発

送
し
ま
す
。）

※�

こ
の
結
核
健
診
を
受
け
た
方
は
、

肺
が
ん
検
診
を
受
け
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905

月　　日 時　　間 健診会場

５・19（木）

8：00～8：30 薬師寺３丁目公民館
8：50～9：10 西区公民館

9：30～11：00 グリーンタウンコミュ
ニティセンター

11：20～11：40 下野市商工会南河内支所
13：00～13：20 薬師寺６丁目公民館
13：40～14：00 成田公民館

５・20（金）

8：30～8：50 鯉沼公民館
9：10～9：30 三王山公民館

9：50～10：10 吉田東小学校体育館駐
車場

10：30～10：50 南河内東公民館
11：10～11：30 上坪山公民館

５・23（月）

8：30～8：50 絹板台公民館
9：10～9：30 台坪山公民館
9：50～10：10 東根公民館
10：30～10：50 谷地賀公民館

５・24（火）

9：10～10：50 南河内図書館南側駐車
場

11：10～11：50 仁良川コミュニティセ
ンター

13：30～14：30 グリーンタウンコミュ
ニティセンター

５・25（水）

8：00～8：20 西坪山公民館
8：40～9：10 上町公民館

9：30～10：30 保健福祉センターゆう
ゆう館

10：40～11：10
生井市太郎保様北側敷
地（旧国分寺教育セン
ター駐車場東）

11：30～12：10 ＪＡおやま国分寺支店
駐車場

13：30～14：30 国分寺駅西児童館

５・26（木）

8：00～8：30 柴北・大橋久也様宅
8：50～9：40 下町公民館

10：00～10：50 国分寺東児童館
11：10～11：30 柴南公園
13：00～13：30 柴南・東方館

月　　日 時　　間 健診会場

５・27（金）

8：00～8：30 箕輪・蔓巻公園管理棟隣
8：50～9：10 川西公民館
9：30～9：50 国分研修センター

10：10～10：30 国分寺聖武館玄関前
10：50～11：20 川北集落センター
11：40～12：00 川南集落センター
13：30～14：30 関根井公民館

５・30　（月）
８：50～９：50 国分寺図書館

10：10～11：20 保健福祉センターゆう
ゆう館

５・31（火）

8：20〜8：40 通古山・市村運輸様宅
9：00〜9：20 下古山・児山館

9：40〜10：10 保健福祉センターきら
ら館

10：30〜10：50 下石橋公民館
11：10〜12：00 石橋公民館
13：30〜14：00 旭町・小野口商店様宅

６・１（水）

8：00〜8：50 栄町・そうとめ皮膚科ク
リニック駐車場

9：10〜9：30 こどもの広場いしばし
（旧下野市テーマ館）

9：50〜10：30 大光寺・ふじたクリニッ
ク駐車場

10：50〜11：30 上大領・新井商店様宅
13：00〜13：20 細谷集落センター

13：40〜14：00 中大領構造改善セン
ター

６・２（木）

8：30〜9：10 グリムの館駐車場
9：30〜10：10 開雲寺駐車場
10：30〜11：00 若林公民館
11：20〜11：40 若林・石井佳子様宅
13：00〜13：20 橋本・岡田商店様宅

６・３（金）
8：30〜9：00 石北コミュニティセン

ター１号館
9：20〜9：50 上古山集落センター

10：10〜10：50 石橋公民館
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■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905

子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
の

ご
案
内

平
成
28
年
度
の
子
宮
頸
が
ん
検

診
を
、集
団
検
診
と
医
療
機
関（
個

別
検
診
）
の
選
択
方
式
で
実
施
し

ま
す
。
受
診
回
数
は
年
度
内
１
回

で
す
の
で
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
し

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
（
個
別
検
診
）
を
ご

希
望
の
方
は
、
下
記
の
医
療
機
関

に
直
接
予
約
申
し
込
み
の
う
え
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

下
野
市
で
は
、
よ
り
精
度
の
高

い
検
診
に
す
る
た
め
に
「
Ｈ
Ｐ

Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
）
検
査
」
を
あ
わ
せ
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

細
胞
診
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
と
も
に

陰
性
（（
－
））
の
場
合
は
異
常
認

め
ず
と
な
り
、
少
な
く
と
も
３
年

間
は
子
宮
頸
が
ん
に
な
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
次
の
検
診

は
３
年
後
と
な
り
ま
す
。

■
実
施
時
期　
６
月
１
日
㈬
～
平

成
29
年
２
月
28
日
㈫

■
対
象
者　

20
歳
以
上
の
女
性

（
平
成
26
年
度
ま
た
は
27
年
度
に

受
診
し
、「
異
常
認
め
ず
」
と
な

っ
た
方
を
除
く
）

■
個
人
負
担
金　
１
，
０
０
０
円

■
検
査
内
容

問
診
、
内
診
、
子
宮
頸
部
細
胞

診
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査

■
受
診
方
法

平
成
28
年
度
受
診
券
を
、
必
ず

当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

受
診
券
は
５
月
下
旬
に
届
き
ま

す
。
な
お
、
受
診
券
が
届
い
て
い

な
い
方
で
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、

健
康
増
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※�
検
診
の
結
果
、「
異
常
認
め
ず
」

と
な
っ
た
方
は
、
次
回
３
年
後

の
受
診
と
な
り
ま
す
。

※�

検
診
の
結
果
、「
精
密
検
査
」

ま
た
は
「
治
療
が
必
要
」
と
な

っ
た
場
合
は
、
そ
れ
に
関
す
る

費
用
は
保
険
診
療
で
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
保
険

証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
受
診
に
関
す
る
注
意
事
項

①�

現
在
妊
娠
し
て
い
る
方
、
ま
た

は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
方
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

②�

現
在
婦
人
科
で
治
療
中
、
ま
た

は
治
療
終
了
後
２
週
間
以
内
の

方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

③�

ス
カ
ー
ト
等
の
支
度
が
便
利
で

す
。

④�

生
理
用
品
（
ナ
プ
キ
ン
）
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
検
診
結
果

市
は
受
診
さ
れ
た
方
の
検
診
結

果
と
精
密
検
査
結
果
に
つ
い
て
、

細
胞
検
査
機
関
、
受
診
医
療
機
関

よ
り
提
供
を
受
け
ま
す
。

検
査
結
果
は
、
細
胞
検
査
機
関

か
ら
の
結
果
が
届
き
次
第
、
市
か

ら
郵
送
で
お
送
り
し
ま
す
。（
検

診
日
か
ら
１
か
月
半
程
度
か
か
り

ま
す
。）

平
成
28
年
度　
下
野
市

特
定
健
診・が
ん
検
診
の

個
別
検
診
の
お
知
ら
せ

今
回
は
医
療
機
関（
個
別
検
診
）

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
集

団
検
診
に
つ
い
て
は
広
報
４
月
号

も
し
く
は
行
政
カ
レ
ン
ダ
ー
30
～

31
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

①
～
③
共
通
事
項

■�

受
診
回
数

　

年
度
内
１
回
。
集
団
検
診
と
の

重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
実
施
方
法

・
大
腸
が
ん
の
検
査
容
器
と
問
診

票
等
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

・
検
査
結
果
は
、
後
日
医
療
機
関

で
確
認
し
、
結
果
通
知
書
を
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

　

特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
は
血
液
検
査
が
あ
り
ま
す
の

で
、
受
診
当
日
は
食
事
を
と
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

受
診
券
は
５
月
下
旬
に
届
き
ま

す
。
検
診
当
日
に
受
診
券
が
無
い

場
合
に
は
検
診
料
金
が
発
生
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
年
齢
基
準　

平
成
28
年
度

（
４
月
１
日
～
平
成
29
年
3
月
31

日
）
に
そ
の
年
齢
に
達
す
る
方

①
特
定
健
診

■
対
象
者

　

下
野
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
40
歳
～
75
歳
未
満
の
方

■
検
査
内
容　
問
診
、
身
長
、
体

重
、
腹
囲
測
定
、
血
圧
、
尿
検
査
、

血
液
検
査
、
心
電
図

■
個
人
負
担
金　
無
料

■
受
診
時
に
持
参
す
る
も
の

　

平
成
28
年
度
受
診
券
、
保
険
証

■
そ
の
他

・
他
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
は
会
社
の
担
当
者
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

・
が
ん
検
診
と
同
時
に
受
診
で
き

ま
す
。

■
実
施
期
間　
６
月
１
日
㈬
～
12

月
31
日
㈯
（
休
診
日
除
く
）

②
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

■
対
象
者　
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
方

■
検
査
内
容

問
診
、
身
長
、
体
重
、
血
圧
、

尿
検
査
、
血
液
検
査
、
心
電
図

■
個
人
負
担
金　
無
料

■
受
診
時
に
持
参
す
る
も
の

平
成
28
年
度
受
診
券
、
保
険
証

■
実
施
期
間

６
月
１
日
㈬
～
平
成
29
年
１
月

31
日
㈫
（
休
診
日
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
☎（
32
）８
８
９
５

■実施医療機関（検診日・検診時間については、電話でご確認ください）
医療機関名 住　　　所 電話番号

石橋総合病院 下野市石橋628 53－1134
木村クリニック 下野市祇園1－7－7 44－8211
中央クリニック 下野市薬師寺3154－2 40－1121
和田マタニティクリニック 下野市小金井1－30－6 40－5503
樹レディスクリニック 小山市神鳥谷5－18－15 20－5505
新小山市民病院 小山市神鳥谷2251-1 36－0250
やまなかレディースクリニック 小山市若木町2－11－20 37－8020
木村婦人科医院 壬生町壬生甲2349 0282-82-6136
クララクリニック 壬生町壬生甲3312－1 0282-83-1311
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③
が
ん
検
診

○
大
腸
が
ん
検
診

■
対
象
者　
40
歳
以
上

■
検
査
内
容

便
潜
血
反
応
検
査
（
2
日
法
）

■
個
人
負
担
金　
無
料

○
肺
が
ん
検
診

■
対
象
者　
40
歳
以
上

■
検
査
内
容

胸
部
Ⅹ
線
直
接
撮
影
（
必
要
に

応
じ
て
喀
痰
細
胞
検
査
）

■
個
人
負
担
金　
無
料

○
前
立
腺
が
ん
検
診

■
対
象
者

50
歳
以
上
の
男
性

■
検
査
内
容

血
液
検
査
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
腫
瘍
マ
ー

カ
ー
検
査
）

■
個
人
負
担
金

４
０
０
円（
集
団
検
診
３
０
０
円
）

○
各
が
ん
検
診
共
通
事
項

■
受
診
時
に
持
参
す
る
も
の

　

平
成
28
年
度
受
診
券
、
保
険
証

■
実
施
期
間

6
月
1
日
㈬
～
12
月
31
日
㈫

（
休
診
日
除
く
）

■
そ
の
他

特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
と
同
時
に
受
診
で
き
ま
す
。

■医療機関一覧（個別検診）　特定健診、後期高齢者健康診査は下記のすべての医療機関で受診できます
※50音順

医療機関名 住所 電話番号 大腸がん
検診

前立腺がん
検診

肺がん
検診

あんずの森クリニック 仁良川1518-1 ３２－６６０１ ○ ○ ○

石橋総合病院 石橋628 ５３－１１３４ ○ ○ ○

海老原医院 小金井5-26-10 ４４－０１６３ ○ ○ ×

大栗内科 石橋811-1 ５３－５８５０ ○ ○ ○

大柳内科・眼科 文教2-7-14 ５１－２４００ ○ ○ ○

岡田医院 小金井2976 ４４－００２１ ○ ○ ○

角田内科医院 石橋549 ５３－５６６５ ○ ○ ○

グリーンタウンクリニック 祇園2-3-2 ４４－８３１１ ○ ○ ○

小金井中央病院 小金井2-4-3 ４４－７０００ ○ ○ ○

国分寺さくらクリニック 小金井777-1 ４０－０２０３ ○ ○ ○

ことうだ腎クリニック 駅東5-13-16 ４４－８３４５ ○ ○ ○

佐藤内科 石橋839-14 ５３－１３０５ ○ ○ ○

島田クリニック 石橋238-1 ５３－８０００ ○ ○ ○

しもつけ痛みのクリニック 柴871-7 ４０－０３０７ × ○ ×

しもつけクリニック 薬師寺3171-4 ３２－６３３１ ○ ○ ○

すずき内科・循環器科 薬師寺2489-10 ４０－１２６０ ○ ○ ○

新島内科クリニック 文教3-10-4 ５３－８８２０ ○ ○ ○

ふじたクリニック 大光寺1-11-10 ５１－２７２７ ○ ○ ○

南河内診療所 薬師寺2472-15 ４７－１０７０ ○ ○ ○

宮澤クリニック 柴291-2 ４４－３３０９ ○ ○ ○

山本整形外科医院 駅東6-1-22 ４４－６８２０ ○ ○ ○

若草クリニック 緑2-3291-1 ４０－０１２３ ○ ○ ×

■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905
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■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905

今
年
も
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

ま
だ
や
せ
て
る
し
、
去
年
異
常

な
か
っ
た
か
ら
。
忙
し
い
し
…
。

症
状
も
な
い
し
。
な
ん
て
検
診
を

受
け
な
い
理
由
を
考
え
て
い
ま
せ

ん
か
？

そ
ん
な
あ
な
た
に
こ
そ
、
今
年

も
検
診
を
受
け
て
ほ
し
い
ん
で

す
！検

診
は
、
受
け
る
こ
と
が
目
的

で
は
な
く
、
健
康
と
い
う
ゴ
ー
ル

に
向
か
っ
て
、
自
分
の
体
の
変
化

を
知
る
健
康
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。

増
え
続
け
る
生
活
習
慣
病
（
高

血
圧
や
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
な

ど
）
に
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
自

覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
着
目
し
た
特
定
健
診
を
受
け
、

経
年
の
変
化
を
確
認
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
異

常
な
し
で
も
メ
タ
ボ
に
近
づ
い
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
が
ん
検
診
を
受
け
る
と

が
ん
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま

す
。
が
ん
の
診
断
・
治
療
技
術
は

日
々
進
歩
し
て
お
り
、早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
行
え
ば
怖
ろ
し
い
病

気
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

わ
が
ら
ず
、
ま
ず
は
が
ん
検
診
を

受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
・

前
立
腺
が
ん
検
診
を
除
き
無
料
で

検
診
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
自
覚
症

状
が
な
い
う
ち
に
検
診
を
受
け
る

こ
と
で
病
気
の
予
防
や
早
期
発

見
・
重
症
化
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。検

診
の
内
容
や
生
活
改
善
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
、
ご
不
明
な
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

受
診
券
が
一
緒
に
な
り
ま
す

今
年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保
険

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
康
診

査
と
が
ん
検
診
の
受
診
券
が
一
体

に
な
り
ま
す
。

今
月
中
旬
に
送
付
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
実
際
の
も
の
と
色
は
異
な
り

ま
す
。

「
健
康
し
も
つ
け
21
プ
ラ
ン
」

に
よ
る
と
、
下
野
市
民
の
喫

煙
者
は
男
性
43
・
2
％
・
女
性

15
・
4
％
で
、
女
性
の
喫
煙
率

は
栃
木
県
の
平
均
よ
り
も
高
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ

ン
に
は
依
存
性
が
あ
り
、
自
分

の
意
志
だ
け
で
や
め
る
事
は
難

し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
無

理
の
な
い
禁
煙
を
す
る
た
め
に
、

禁
煙
外
来
を
行
っ
て
い
る
医
療

機
関
を
受
診
す
る
の
も
手
段
の

ひ
と
つ
で
す
。

禁
煙
外
来
の
他
に
も
、
保
健

師
が
あ
な
た
に
合
わ
せ
た
禁
煙

の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
（
詳

し
く
は
Ｐ
21
の
禁
煙
ス
タ
ー
ト

教
室
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

こ
の
機
会
に
禁
煙
を
し
て
健

康
面
・
金
銭
面
・
美
容
面
等
多

く
の
メ
リ
ッ
ト
を
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

健
康
メ
モ

ち
ょ
こ
っ
と

1箱400円の
たばこを1年間吸うと

400円×365日
＝146,000円
浮いたお金

何に使いますか？
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歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ

「
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯

が
20
本
！
」

高
齢
期
を
元
気
に
過
ご
す
た
め

に
、
平
成
28
年
度
の
歯
周
疾
患
検

診
を
実
施
し
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
、
平
成
28
年

度
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

受
診
時
は
必
ず
受
診
券
と
保
険
証

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間　
６
月
１
日
㈬
～
12

月
31
日
㈯
（
休
診
日
除
く
）

■
個
人
負
担
金　
無
料

■
検
査
結
果　
受
診
し
た
歯
科
医

院
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
30
歳
～
39
歳
・
45
歳
・
55
歳
・

65
歳
の
方
へ

国
民
健
康
保
険
事
業
と
し
て
歯

周
疾
患
検
診
を
行
い
ま
す
。
該
当

さ
れ
る
方
に
は
受
診
券（
は
が
き
）

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、検
診
受
託
医

療
機
関
に
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70
歳
の

方（
平
成
29
年
３
月
31
日
基
準
日
）

な
お
、
勤
務
先
で
受
け
ら
れ
る
方
、

現
在
歯
周
疾
患
を
治
療
中
の
方
ま

た
は
総
義
歯
の
方
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

■
受
診
回
数　
年
度
内
１
回

■
検
査
内
容　
問
診
、
歯
周
組
織

検
査
（
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
測
定
等
）

■
受
診
方
法　
受
診
券
を
持
参
し
、

直
接
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

教
室
・
講
座

禁
煙
ス
タ
ー
ト
教
室

■
対
象
者　

喫
煙
し
て
い
る
方
で
、
禁
煙
の

実
行
を
希
望
し
て
い
る
方

■
実
施
方
法　
生
活
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
や

禁
煙
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

初
回
指
導
は
、
ス
モ
ー
カ
ラ
イ

ザ
ー
と
い
う
機
械
を
使
い
呼
気
中

の
一
酸
化
炭
素
濃
度
を
調
べ
て
、

ニ
コ
チ
ン
依
存
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

個
別
面
接
に
て
禁
煙
開
始
日
な
ど

の
目
標
を
設
定
し
ま
す
。

そ
の
後
、
３
か
月
間
月
に
１
回
、

個
別
の
状
況
に
応
じ
て
、
面
接
・

電
話
等
で
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
費
用　
無
料

■
初
回
指
導
日
時
・
会
場

・�

６
月
１
日
㈬　

午
前
９
時
30
分

～
11
時
：
き
ら
ら
館

・�

６
月
２
日
㈭　

午
後
２
時
～
３

時
30
分
：
ゆ
う
ゆ
う
館

※
個
別
面
接

■
定
員　
各
日
３
名
程
度

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

５
月
25
日
㈬

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト
教
室

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
使
っ

て
簡
単
に
食
事
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

お
子
さ
ん
の
離
乳
食
に
つ
い
て
も

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
5
月
25
日
（
水
）

午
前
9
時
45
分
～
11
時
45
分

（
受
付
：
午
前
9
時
45
分
～
）

■
場
所　
ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者

平
成
27
年
10
・
11
月
生
ま
れ
の

生
後
6
～
7
か
月
児
を
持
つ
保
護

者■
持
ち
物　
母
子
手
帳

■
定
員　
約
20
名

■
内
容

・�

自
分
や
家
族
の
食
事
に
つ
い
て

振
り
返
っ
て
み
よ
う

・�

大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ
の

取
り
分
け
の
工
夫

・
血
圧
測
定

■
申
し
込
み
締
め
切
り

5
月
18
日
㈬

■
申
し
込
み
方
法

電
話
ま
た
は

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905

■下野市歯周疾患検診受託医療機関

医療機関名 住　　所 電　話

岩井歯科クリニック 緑1-9-1 ４０－１１７７

海老原歯科医院 祇園5-7-3 ４４－８１４８

野口歯科クリニック 薬師寺3383 ４４－８８８０

山本歯科医院 薬師寺1516-4 ４８－００５８

飯野歯科医院 下古山986-6 ５３－３２２３

伊沢歯科医院 下古山1-12-2 ５３－０２３５

金田歯科医院 下古山16-19 ５３－７４７５

さくら歯科医院 下古山2-1-6 ５３－８８８８

鶴見歯科診療所 石橋1562 ５３－３６９２

どい歯科口腔外科クリニック 石橋571-1 ３２－６１２１

とみざわ歯科 文教3-8-8 ３９－６３０８

豊田歯科医院 大松山1-4-1 ５３－０３０７

原田歯科医院 石橋362 ５３－００３３

山崎歯科医院 石橋284-21 ５３－０２７５

おがわら歯科医院 柴1419-10 ４０－５５２５

おさの歯科医院 医大前4-9-4 ４４－６１８８

五月女歯科医院 駅東5-12-15 ４４－８２４１

高橋歯科医院 小金井132-6 ４４－０１０１

ハラダ歯科医院 小金井1-5-4 ４４－４１８２

山中歯科医院 小金井2,966 ４４－０４０１

増山デンタルクリニック 小金井4-5-2 ４０－８２０４
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■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905

ア
ク
ア
サ
イ
ズ

～
プ
ー
ル
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
～

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

プ
ー
ル
を
利
用
し
た
運
動
は
、

関
節
に
負
担
を
か
け
ず
に
筋
肉
や

血
管
に
、
日
常
以
上
の
負
荷
を
か

け
る
こ
と
が
簡
単
に
で
き
る
た
め
、

健
康
づ
く
り
や
生
活
習
慣
病
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
筋
力
が
付
き
、
代
謝
が

上
が
り
血
流
が
良
く
な
る
こ
と
で
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
や
冷
え
性
・
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
に
も
効
果
が
期
待
で

き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
プ
ー
ル
で
運
動
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

1
回
目
：
6
月
23
日
㈭

午
前
10
時
～
11
時
40
分

2
回
目
：
6
月
30
日
㈭

3
回
目
：
7
月
7
日
㈭

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※
3
回
1
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
者　

74
歳
以
下
の
下
野
市
民
で
基
本

的
な
検
診
を
受
診
し
て
い
る
者

な
お
、
疾
病
を
有
し
て
お
り
市

長
が
主
治
医
の
指
示
を
必
要
と
認

め
た
方
に
つ
い
て
は
、
医
師
か
ら

の
運
動
指
導
情
報
提
供
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
場
所　
ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル

■
持
ち
物　
水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ

キ
ャ
ッ
プ
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
費　

無
料
（
プ
ー
ル
の
使
用
料
も
含

む
）

■
定
員　
20
名

■
申
し
込
み
締
め
切
り

6
月
９
日
㈭

※
6
月
以
降
は
9
月
、
11
月
、
1

月
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
程
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、
改

め
て
募
集
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
先　
ふ
れ
あ
い
館

☎（
47
）１
１
２
２

歩
く
ら
す

～
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
～

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

春
コ
ー
ス

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
効
果

的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
方
法
を
学
び

ま
す
。

■
日
程
（
2
日
間
コ
ー
ス
）

1
回
目　

5
月
26
日
㈭

2
回
目　

6
月
2
日
㈭

午
前
9
時
45
分
～
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
9
時
30
分
～
）

■
場
所　
き
ら
ら
館
検
診
室

■
対
象
者　
下
野
市
民
で
健
診
を

受
診
し
た
方

■
定
員　
30
名

■
内
容

血
圧
測
定
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
の
講
話
と

実
践
（
室
内
・
屋
外
。
た
だ
し
、

雨
天
時
は
室
内
の
み
。）

■
持
ち
物

運
動
可
能
な
服
装
、
タ
オ
ル
、

運
動
靴
、
水
分
（
水
又
は
お
茶
）

■
申
し
込
み
締
め
切
り

5
月
19
日
㈭

※
高
血
圧
、
関
節
に
痛
み
が
あ
る

等
で
運
動
に
制
限
の
あ
る
方
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

み
そ
汁
塩
分
測
定
会

お
家
の
み
そ
汁

測
っ
て
み
そ
！

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

み
そ
汁
や
漬
物
を
多
く
と
っ
て

い
る
と
、
塩
分
の
と
り
過
ぎ
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
ず
1
ｇ
の
減
塩
を
目
指
し
て
、

ご
家
庭
の
み
そ
汁
に
ど
れ
位
の
塩

分
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
測
定
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
6
月
8
日
㈬

■
場
所　
き
ら
ら
館
研
修
室

■
実
施
時
間

　

午
前
9
時
30
分
～
10
時

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

■
定
員

　

各
時
間
帯
15
名
（
先
着
順
）

※�

前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
持
ち
物

　

み
そ
汁
ま
た
は
ス
ー
プ

（
１
０
０
cc
以
上
を
タ
ッ
パ
ー
や

袋
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

※
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
小
さ
じ

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

は
つ
ら
つ
サ
ロ
ン

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

県
民
健
康
・
栄
養
調
査
結
果
に

よ
る
と
栃
木
県
民
で
運
動
習
慣
の

あ
る
人
（
週
2
日
以
上
、
1
回
30

分
、1
年
以
上
継
続
し
て
い
る
人
）

の
割
合
は
、
男
女
と
も
20
％
程
度

で
、
全
国
平
均
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
の
効
果
は
、

身
体
を
動
か
す
（
運
動
の
）
強
さ

と
時
間
と
と
も
に
上
昇
す
る
と
い

わ
れ
、
適
度
な
運
動
は
食
生
活
と

並
ん
で
健
康
づ
く
り
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

を
目
標
に
、
積
極
的
に
運
動
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
対
象
者　
74
歳
以
下
の
下
野
市

民
で
、
次
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は

ま
る
方

①
各
種
教
室
参
加
者

②
血
液
検
査
で
要
指
導
の
項
目

が
あ
り
運
動
が
必
要
な
方

■
内
容　
自
宅
で
も
続
け
ら
れ
る

運
動
の
紹
介
と
実
践
（
ス
ト
レ
ッ

チ
や
有
酸
素
運
動
等
）

～
き
ら
ら
館
コ
ー
ス
～

■
場
所　
き
ら
ら
館　

検
診
室

■
日
程
（
全
４
回
）

①
6
月
9
日
（
木
）

②
6
月
23
日
（
木
）

③
7
月
7
日
（
木
）

④
7
月
21
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

6
月
2
日
（
木
）

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

（
水
か
お
茶
）、
運
動
可
能
な
服
装
、

運
動
靴

■
費
用　
無
料

■
定
員　
30
名
程
度

（
お
申
込
み
人
数
が
多
数
の
場

合
は
、
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
を

優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
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新・下野市風土記

新
・

下
野
市
風
土
記

下
野
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
文
化
課

衣
替
え
か
ら
連
想
す
る

現
代
、
制
服
の
あ
る
学
校
や
会
社
等
の
衣
替
え
は
６
月
１

日
と
10
月
１
日
で
す
が
、
こ
の
日
程
に
な
っ
た
の
は
明
治
時

代
以
降
の
よ
う
で
す
。
衣
替
え
は
平
安
時
代
に
宮
中
の
行
事

と
し
て
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
当
時
は
旧
暦
の
４
月
１
日
と
10

月
１
日
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
時
に
は
、
衣
服
だ
け

で
な
く
、
几き

帳ち
ょ
う（
間
仕
切
り
、
風
よ
け
、
目
隠
し
用
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
家
具
）
や
畳
な
ど
の
調

ち
ょ
う

度ど

品ひ
ん
（
イ
ン
テ

リ
ア
用
品
な
ど
）
も
取
り
替
え
た
よ
う
で
す
。

余
談
で
す
が
、
こ
の
几
帳
の
柱
（
断
面
四
角
形
の
柱
の
一

つ
の
角
を
削
り
、
角
を
丸
め
、
そ
の
丸
く
な
っ
た
両
側
を
鋭

角
に
三
角
形
状
に
切
取
っ
た
面
取
り
）
を
几
帳
面
と
い
い
ま

す
。
こ
の
几
帳
面
と
呼
ば
れ
る
面
取
り
仕
上
げ
は
、
室
町
時

代
以
降
、
床
の
間
の
違
い
棚
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
技
法
と
も

な
り
ま
す
。
こ
の
細
か
い
装
飾
は
職
人
が
正
確
に
仕
上
げ
を

し
な
い
と
美
し
く
完
成
し
な
い
こ
と
か
ら
、
物
事
を
き
ち
ん

と
行
う
真
面
目
な
人
を
「
几
帳
面
」
な
人
と
い
う
よ
う
に
な

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
武
家
社
会
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
４
日
、

９
月
１
日
か
ら
９
月
８
日
ま
で
は
袷あ

わ
せ（
裏
地
付
き
の
着
物
）

を
５
月
５
日
か
ら
８
月
末
日
ま
で
は
帷か
た
び
ら子
（
裏
地
無
し
の
単
ひ
と
え

仕
立
て
の
着
物
）
を
９
月
９
日
か
ら
３
月
末
日
ま
で
は
綿
入

れ
（
布
地
の
間
に
綿
の
入
っ
た
着
物
）
の
着
用
が
決
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
年
に
４
回
も
衣
替
え
を
し
た
わ
け

で
す
。

現
代
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
学
校
、
企
業
・
官
庁
な
ど
様
々

な
場
所
に
「
更
衣
室
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
、
平
安

時
代
に
衣
替
え
（
い
わ
ゆ
る
着
替
え
）
の
こ
と
を
更
衣
と
呼

ん
で
い
た
こ
と
が
語
源
と
な
り
ま
す
。
平
安
時
代
、
宮
中
で

天
皇
が
衣
替
え
（
着
替
え
）
の
際
、
着
替
え
を
用
意
し
着
付

け
の
お
手
伝
い
す
る
女
官
の
役
職
名
が
「
更こ

う

衣い

」
で
、
こ
の

女
性
は
４
位
か
５
位
の
位
階
（
い
わ
ゆ
る
貴
族
階
級
）
に
あ

り
ま
す
。
更
衣
の
上
は
「
女に

ょ
う
ご御

」
と
い
う
階
級
で
、
さ
ら
に

そ
の
上
の
立
場
の
女
性
が
皇こ

う
ご
う后

と
中
ち
ゅ
う
ぐ
う宮と

な
り
ま
す
。
こ
の

皇
后
・
中
宮
の
ほ
か
女
御
と
更
衣
ま
で
の
立
場
の
人
だ
け
が
、

天
皇
の
居
室
か
ら
寝
室
ま
で
立
ち
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
更
衣
の
定
員
は
10
～
12
名
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
は
少
人
数
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
女
御
は
主

と
し
て
藤
原
摂
関
家
出
身
の
娘
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
紫
式
部

の
『
源
氏
物
語
』
で
、
主
人
公
の
光
源
氏
を
生
ん
だ
の
は
桐

壺
の
更
衣
と
呼
ば
れ
る
女
性
で
す
。

古
代
で
は
神
様
も
衣
更
え
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
お
り
、
伊

勢
神
宮
で
は
新
暦
の
５
月
と
10
月
の
各
14
日
に
「
神か

ん

御み
そ
の衣

祭ま
つ
り」
が
、
京
都
市
賀か

茂も

御み

祖お
や

神
社
（
世
界
遺
産
下
鴨
神
社
）

で
は
、
新
暦
５
月
の
立
夏
の
日
に
更
衣
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
伊
勢
神
御
衣
祭
は
、
神
宮
の
そ
ば
を
流
れ
る
櫛
田
川
の

下
流
に
衣
を
織
る
二
つ
の
機は

た

殿ど
の（
機
織
り
す
る
社
殿
）が
あ
り
、

５
月
１
日
か
ら
13
日
ま
で
の
間
に
身
を
清
め
た
人
達
に
よ
っ

て
麻
布
と
絹
が
織
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
唐
櫃
に
納
め
ら
れ
た
布

は
14
日
の
未
明
に
運
ば
れ
、
神
前
に
供
え
ら
れ
ま
す
。

空
想
で
す
が
、
甲
塚
古
墳
出
土
の
機
織
り
す
る
女
性
の
埴

輪
は
、
こ
の
古
墳
の
被
葬
者
が
も
し
か
す
る
と
こ
の
よ
う
な

神
聖
な
布
を
織
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
神
前
に
供
え
る
よ

う
な
布
を
生
産
し
畿
内
王
権
に
納
め
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
な
ど
を
私
達
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

32

このほか複数の
形状があります。
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国民年金だより

20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
日
本
に
住
ん
で

い
る
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金

の
加
入
種
別
は
次
の
3
つ
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。

■
第
1
号
被
保
険
者

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
方

な
ど
（
第
2
号
・
第
3
号
被
保
険
者
以
外

の
方
）

■
第
2
号
被
保
険
者

会
社
員
、
公
務
員
な
ど
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

■
第
3
号
被
保
険
者

第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
の
方

■
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
配
偶
者

健
康
保
険
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者

の
方
は
、
届
出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
国
民

年
金
の
第
3
号
被
保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
配
偶
者
な
ど
、
第
2
号
被
保
険
者
に

◆
配
偶
者
が
死
亡
し
た
と
き

◆�

収
入
が
増
え
て
配
偶
者
か
ら
扶
養
さ
れ

な
く
な
っ
た
と
き

◆�

第
2
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
に
老

齢
年
金
の
受
給
権
が
あ
り
、
か
つ
65
歳

に
な
っ
た
と
き

以
上
の
場
合
、
第
1
号
被
保
険
者
と
な

り
、
自
分
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
新
庁
舎
市
民
課
に
、
社

会
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
等
、
第
3
号
被

保
険
者
で
な
く
な
っ
た
日
の
わ
か
る
書
類
、

印
鑑
、
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
う
え
、
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
万
が
一
病
気

や
け
が
な
ど
で
障
が
い
を
負
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
や
お
年
寄
り
に
な
っ
た
と
き
に
、

何
の
年
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
保
険
年
金
グ
ル
ー

プ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
3
号
被
保
険
者
だ
っ
た
方
が
就
職
し

て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
等
に
加
入
し

た
と
き

第
2
号
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
は

給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
の
で
、
勤
務

先
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

配
偶
者
の
方
）
に
該
当
し
ま
す
。

国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者
に
該
当
す

る
と
、
本
人
が
国
民
年
金
保
険
料
を
負
担

し
な
く
て
も
、
そ
の
期
間
に
つ
い
て
は
保

険
料
納
付
済
期
間
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者
と
な
っ
た
場
合
の
手

続
き

◆�

配
偶
者
が
就
職
し
て
厚
生
年
金
・
共
済

組
合
加
入
者
と
な
っ
た
と
き

◆�

結
婚
、
収
入
減
、
会
社
を
退
職
す
る
な

ど
し
て
配
偶
者
の
扶
養
に
な
っ
た
と
き

◆�
配
偶
者
が
転
職
し
て
加
入
す
る
年
金
制

度
が
変
わ
っ
た
と
き

届
出
書
に
年
金
手
帳
を
添
え
て
配
偶
者

の
勤
務
先
に
、
第
3
号
被
保
険
者
の
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

第
3
号
被
保
険
者
の
住
所
や
氏
名
等
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
の
手
続
き

◆
住
所
を
変
更
し
た
場
合

◆
氏
名
等
を
変
更
し
た
場
合

配
偶
者
の
勤
務
先
に
変
更
の
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

第
3
号
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
場
合

の
手
続
き

◆
配
偶
者
が
退
職
（
失
業
）
し
た
と
き

◆
離
婚
し
た
と
き

○
年
金
ひ
と
く
ち
メ
モ

保
険
料
の
後
納
制
度
に
つ
い
て

後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ

い
て
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
9

月
ま
で
の
3
年
間
に
限
り
、
過
去
5
年
分

ま
で
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
年
金

額
が
増
え
た
り
、
納
付
し
た
期
間
が
不
足

し
て
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
が
年

金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。お

申
込
み
は
、
市
民
課
保
険
年
金
グ
ル

ー
プ
と
な
り
ま
す
。

後
納
の
お
申
込
み
後
、
ご
自
宅
に
納
付

書
が
郵
送
で
届
き
ま
す
で
、
平
成
29
年
3

月
ま
で
に
お
支
払
い
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
リ

ー
ダ
ー
・
Ｃ
級
レ
フ
リ
ー

認
定
講
習
会
参
加
者
募
集

■
日
時　

6
月
12
日
㈰

　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
参
加
対
象

①
認
定
講
習
：
16
歳
以
上

②
体
験
：
小
学
生
以
上

■
参
加
料　

※
当
日
徴
収

①
認
定
講
習
：
１
、０
０
０
円

②
体
験
：
無
料

■
資
格
取
得
費
用

①
入
会
金
：
１
、０
０
０
円

※
初
年
度
の
み

②
年
会
費
：
３
、０
０
０
円

※�

リ
ー
ダ
ー
同
時
取
得
初
年
度

は
免
除

③
認
定
登
録
料
：
１
、０
０
０
円

■
申
し
込
み

5
月
25
日
（
月
）
ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
年
齢

④
住
所
⑤
連
絡
先
（
昼
間
）

下
野
市
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
32
）８
９
２
０

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
初
級
公
認

指
導
者
認
定
講
習
会
参
加

者
募
集

■
日
時

5
月
29
日
㈰

午
前
9
時
～
正
午

■
場
所

大
松
山
運
動
公
園
・
ス
ポ
ー
ツ

交
流
館

■
参
加
対
象

①
認
定
講
習
：
17
歳
以
上
（
５

月
１
日
時
点
）

②
体
験
：
小
学
生
以
上

■
参
加
料　

※
当
日
徴
収

①
認
定
講
習
：
１
、０
０
０
円

②
体
験
：
無
料

■
資
格
取
得
費
用

認
定
登
録
料
：
２
、０
０
０
円

■
申
し
込
み

5
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
①
氏
名
②
年
齢
③
住
所
④
連

絡
先
（
昼
間
）

下
野
オ
ー
プ
ン

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

大
会
２
０
１
５
結
果

■
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部

優
勝  

荒
川
コ
ス
ポ

（
東
京
都
荒
川
区
）

準
優
勝　

い
と
う
Ｋ
Ｃ
プ
ラ
ス

（
東
京
都
品
川
区
）

第
三
位　

い
と
う
Ｋ
Ｃ
プ
ラ
ス

α
（
東
京
都
品
川
区
）

■
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

優
勝　

日
越
と
っ
き
っ
き
ブ
ル

ー
（
新
潟
県
長
岡
市
）

準
優
勝　

荒
川
宮
前
に
こ
ス
ポ

＋
＠ （
東
京
都
荒
川
区
）

第
三
位　

日
越
と
っ
き
っ
き

A
RT
Y
S （

新
潟
県
長
岡
市
）

Let’s SPORTS

髙
藤
直
寿
選
手
下
野
市
後
援
会

平
成
28
年
度
会
員
募
集

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

　

☎（
32
）８
９
２
０

　

本
市
出
身
の
柔
道
家　

髙
藤

直
寿
選
手
を
応
援
し
て
く
れ
る

後
援
会
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

リ
オ
五
輪
金
メ
ダ
ル
を
目
指
す

髙
藤
選
手
を
皆
さ
ん
で
応
援
し

ま
し
ょ
う
！

■
年
会
費

　

個
人
１
口
１
，
０
０
０
円

　

団
体
１
口
５
，
０
０
０
円

　

※
い
ず
れ
も
１
口
以
上
で
す
。

■
会
員
特
典

１
．
会
員
証
を
発
行
し
ま
す
。

２
．
会
報
誌
を
送
付
し
ま
す
。

３
．
応
援
観
戦
や
壮
行
会
等
に

参
加
で
き
ま
す
。
※
参
加
人
数

を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
入
会
申
し
込
み

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
入
会
申
込
書
を
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
等
に
よ
り
送
付
し
、

所
定
の
口
座
に
会
費
を
お
振
込

み
く
だ
さ
い
。

②
入
会
申
込
書
と
会
費
を
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
に
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

荒川コスポチームと荒川宮前にこスポ＋＠チーム
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ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

「
優
秀
単
位
団
賞
」「
優
秀
指

導
者
賞
」受
賞

平
成
27
年
度
の
栃
木
県
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
顕
彰
事
業
表
彰
式

に
お
い
て
、
石
橋
Jr
陸
上
ク
ラ

ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
「
優
秀

単
位
団
賞
」、
同
ク
ラ
ブ
の
代

表
指
導
者
で
あ
る
前
原
章
一
さ

ん
が
「
優
秀
指
導
者
賞
」
を
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

石
橋
Jr
陸
上
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
は
、
平
成
9
年
に
始

ま
っ
た
旧
石
橋
町
体
育
指
導
委

員
会
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

前
身
と
し
、
前
原
さ
ん
は
単
位

団
設
立
当
初
か
ら
こ
れ
ま
で
の

19
年
間
、
団
員
の
指
導
・
育
成

に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今

後
の
益
々
の
ご
活
躍
、
ご
健
闘

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

体
育
協
会

　
剣
道
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　
大
山　

☎（
48
）０
７
３
４

　
遠
藤　

☎（
44
）８
４
０
８

剣
道
教
室
生
徒
募
集

市
民
の
皆
様
を
対
象
に
、
剣

道
教
室
を
通
し
て
礼
儀
や
作
法
、

正
し
い
心
、
強
い
心
を
養
う
た

め
、
剣
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

6
月
5
日
～
7
月
3
日

（
毎
週
月
曜
日
、
全
5
回
）

　

午
後
3
時
30
分
～
5
時

　

集
合　

午
後
3
時
15
分

■
場
所　

　

南
河
内
東
体
育
館

■
対
象　

　

幼
稚
園
児
以
上
の
方

■
参
加
料

無
料
（
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

未
加
入
者
は
、１
、０
０
０
円
）

■
注
意
事
項

・
運
動
で
き
る
服
装
で
参
加
く

だ
さ
い
。

・
水
分
補
給
の
た
め
の
飲
物
、

汗
ふ
き
タ
オ
ル
を
持
参
く
だ
さ

い
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

新
任
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
ご
紹
介

こ
の
た
び
、
4
月
5
日
に
開
催
さ
れ
た
総
会
に
お
い
て
、
6
名
の
方
が
新
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
顔
ぶ
れ
と
と
も
に
、
今
年
度
も
「
市
民
1
人
1
ス
ポ
ー
ツ
」

の
実
現
に
向
け
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

左が受賞した前原さん

紺野　雄太郎
（こんの　ゆうたろう）
好きなスポーツ

剣道

伊澤　誠
（いざわ　まこと）
好きなスポーツ
陸上競技

伴瀬　多恵子
（ばんせ　たえこ）
好きなスポーツ
バスケットボール

山田　政美
（やまだ　まさみ）
好きなスポーツ

野球

上野　翔大
（うえの　しょうた）
好きなスポーツ
ソフトボール

諏訪　千鶴
（すわ　ちづる）
好きなスポーツ
ソフトボール
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総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

下
野
市
委
託
事
業

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
１
st

シ
リ
ー
ズ
参
加
者
募
集

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
体
全
体
の

筋
力
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
体

幹
を
鍛
え
、
シ
ェ
ー
プ
ア
ッ
プ

が
期
待
で
き
ま
す
。
指
導
者
が

設
定
し
た
課
題
を
ど
う
し
た
ら

ゴ
ー
ル
で
き
る
か
と
知
恵
を
使

い
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み
な

が
ら
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
技
能
の
基

本
を
習
得
し
ま
す
。

■
日
時

　

6
月
11
日
～
7
月
9
日
（
毎

週
土
曜
日
、
全
5
回
）

①
Ａ
コ
ー
ス
（
小
学
生
）

　

午
前
9
時
～
10
時
30
分

②
Ｂ
コ
ー
ス
（
小
学
生
）

■
日
時

毎
月
3
回
月
曜
日

（
8
月
を
除
く
年
間
33
回
）

午
後
2
時
45
分
～
3
時
45
分

■
会
場

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
体
育
館

■
対
象　

3
歳
～
未
就
学
児

■
参
加
費

　

１
、８
０
０
円
／
月

※�

年
会
費
、
保
険
加
入
費
が
別

途
必
要
と
な
り
ま
す
。

追
加
募
集
の
お
知
ら
せ

次
の
教
室
に
は
、
ま
だ
空
き
が

あ
り
ま
す
の
で
、
追
加
募
集
し

ま
す
。

◯
キ
ッ
ズ（
幼
児
）サ
ッ
カ
ー
教
室

◯
女
子
サ
ッ
カ
ー
教
室

◯
Jr
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
教
室

◯
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

◯
Jr
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

※
会
員
外
で
参
加
す
る
場
合
は

参
加
費
が
変
わ
り
ま
す
。
入
会

に
は
別
途
年
会
費
と
保
険
料
が

必
要
で
す
。
教
室
の
詳
細
に
つ

い
て
は
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

午
前
10
時
45
分
～
午
後
０
時

15
分

③
Ｃ
コ
ー
ス
（
中
学
生
以
上
）

　

午
後
1
時
15
分
～
3
時
15
分

■
場
所

　

国
分
寺
運
動
公
園
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
棟

■
募
集
人
員

　

各
コ
ー
ス
15
名
程
度

※�

Ａ
，
Ｂ
コ
ー
ス
応
募
偏
重
の

場
合
は
コ
ー
ス
調
整
が
あ
り

ま
す
。

■
参
加
費
（
5
回
分
）

　

１
、０
０
０
円

※
会
員
外
の
方
は
参
加
費
の
他

に
保
険
加
入
が
必
要
で
す

※
会
員
も
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

■
申
込
期
間

　

5
月
18
日
㈬
〜
6
月
1
日
㈬

先
着
順
で
定
員
ま
で
受
け
付
け

ま
す
。

就
園
児
親
子
体
操
教
室

（
キ
ッ
ズ
ワ
ー
ル
ド
）

参
加
者
募
集

ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
と
言
わ

れ
る
大
切
な
時
期
に
、
走
る
、

投
げ
る
、跳
ぶ
、バ
ラ
ン
ス
、
リ

ズ
ム
な
ど
体
を
動
か
す
こ
と
や

あ
い
さ
つ
、
片
付
け
、
仲
間
と

の
交
流
を
通
じ
て
就
学
後
の
集

団
活
動
の
基
礎
を
育
成
し
ま
す
。

太
極
拳
体
験
教
室

　

初
心
者
で
も
楽
し
め
る
教
室

に
な
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

5
月
23
日
・
6
月
13
日
・
27

日
・
7
月
11
日
・
25
日

　

月
曜
日　

午
前
10
時
～
正
午

全
5
回

■
場
所

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
大
会
議
室

兼
軽
運
動
室

■
対
象
者

　

市
内
40
歳
以
上
男
女

　

定
員
30
名

■
参
加
費　

１
、５
０
０
円

■
申
し
込
み　

5
月
17
日
㈫
午
前
10
時
～
正

午
に
、
参
加
料
を
添
え
て
ス

ポ
ー
ツ
交
流
館
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
電
話
受
付
は
致
し
ま
せ
ん
。

ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
開
催
日

訂
正
の
お
知
ら
せ

広
報
3
月
号
に
掲
載
の
平
成

28
年
度
会
員
募
集
の
中
で
「
ピ

ラ
テ
ィ
ス
教
室
」
の
開
催
日
が

第
1
・
第
3
水
曜
日
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
第

2
・
第
4
水
曜
日
（
午
前
10
時

30
分
～
正
午
）
で
す
。
訂
正
し

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
の
教
室
等
の
詳
細
は
、

広
報
3
月
号
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ  

せ
く
だ
さ
い
。

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

■
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
内
ク
ラ
ブ
窓
口

（
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
）担
当　

黒
川

☎（
52
）１
１
８
２（
月
・
水
・
金
曜

日
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

（
太
極
拳
に
つ
い
て
）担
当　

小
川

☎（
53
）３
９
９
３（
午
後
4
時
以
降
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
内
ク
ラ
ブ
窓
口
で
申
込
書
に

参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

担
当　

増
山

☎（
44
）０
８
４
９（
火
・
水
・
金

曜
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
ワ
イ
ワ
イ
南
河
内

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
内
ク
ラ

ブ
窓
口
へ

☎（
48
）５
４
０
１（
土
・
日
曜
・

祝
・
祭
日
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）



　　３館合同企画のお知らせ　　
■スタンプラリー※中学生以下対象
期間：５月15日㈰まで
貸出１冊につきスタンプ１個、25個でオリ
ジナルしおり、50個で賞状をプレゼント！
■子ども司書体験講座募集中！
募集締切：５月８日(日)
対象：市内の小学４年～６年生・18名各
図書館にあるチラシに付いた申込書に必
要事項を記入の上、お申し込みください。
応募者多数の場合は抽選になります。

図書館講座や催し物については、図書
館ホームページでもご案内しています。
くわしくは各図書館におたずねください。
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図書館インフォメーション

利用案内
■5月の図書館カレンダー
	 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

	 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

	 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

■開館時間
　午前９時～午後７時

■図書館ホームページ
　（蔵書検索・予約システム）
　http://www.library.
� shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
� com/shimotsuke/mb/

ＱＲコード

　　　南河内図書館　　　
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
５月14日㈯　午前10時30分～
絵本「こねこのははのひ」他
５月28日㈯　午後２時～
絵本「みずたまりぼっこ」他
■読書会
５月14日㈯　午前10時～
テキスト／浅田 次郎 著「かわいい自分に
は旅をさせよ」（※4月の続き）
■赤ちゃんといっしょ
～絵本とベビーマッサージ～
５月19日㈭午前10時30分～
講師：有野なつみ先生
対象：０歳児（生後２か月～）と保護者
定員：15組（※要申し込み／参加無料）
　　　石橋図書館　　　
■おはなし会　　午前10時30分～
５月７日㈯　「わたしのワンピース」他
５月21日㈯「どろだんご」他
■母の日スペシャルイベント
５月８日㈰
午後１時～　お手伝い券付カード作り
午後２時～　えがおのたまご主催人形劇
定員：各15名（５歳以上・先着順）
■読書会
５月11日㈬　午前10時～
テキスト／三浦 綾子 著「石の森」
■乳幼児向けちいさなおはなし会
５月16日㈪　午前10時30分～
■古典文学講座「平家物語」
（第１回）「猫間」「瀬尾最後」
５月22日㈰　午後２時～３時30分
定員：24名（※要申し込み）
テキスト代：1,700円
■新聞コラム書き写し
５月30日㈪　午前10時～ 11時30分
　　　国分寺図書館　　　
■こどもの日イベント
５月１日㈰～８日㈰
・クイズラリー（小学生以下対象）
・7日㈯ 午前10時30分～ 母の日工作会
■ケータイ安全安心教室
５月３日（火・祝）　午前10時30分～
対象：保護者、一般（※要申し込み）
■新聞コラム書き写しの会
５月６日㈮・20日㈮　午前９時～
定員：20名（要申し込み・参加無料）
■お話ポケットの会のおはなし会
５月14日㈯　午後２時～

紙芝居「はじめまして」他
■読書会
５月21日㈯　午前10時～
テキスト／太田 治子 著「母の万年筆」
■国分寺図書館寄席
５月21日㈯　午後２時～
出演：真岡落語研究会
定員：20組　（※要申し込み）
■図書館探検隊！
５月22日㈰　午前11時～
定員：20名　（※小学生以下・要申し込み）
■スタッフによるお楽しみ会
５月28日㈯　午前10時30分～

図書館購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
午後二時の証言者たち（南）…天野 節子
数行の三面記事に隠された証言者たち
の身勝手な事情。平凡な日常が壊される
瞬間を描いた衝撃のミステリー。

ザ・手仕上げ作業（南）	 …岡部 眞幸
日本料理と天皇（石）	 …松本 栄文
神様に一番近い動物（石）	 …水野 敬也
大人の上質写真教室（国）	 …岡嶋 和幸
かんかん橋の向こう側（国）	 …あさのあつこ
＜児童書＞
萩野公介（南）	 …本郷 陽二
水晶玉を見つめるな！（南）	 …赤羽 じゅんこ
チョコたろう（石）	 …森 絵都
ケンガイにっ！（石）	 …高森 美由紀
まーだだよ（国）	 …間部 香代
はいくしょうてんがい（国）	 …苅田 澄子
※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館
どこでも貸出（貸出中は予約）が可能です



Shimotsuke

広報しもつけ　2016.5
29

読書人

図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をしていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

友だちでも恋人でもない関係の二人の予
想外の結末とは！衝撃的なタイトルだが
ホラー小説ではない。� （南・石）

親子３人で平和に暮らす家庭にかかって
きた一本の電話。出産を巡る女性の実状
を描いた社会派ミステリー。� （石・国）

大陸から台湾、そして日本へ。歴史に刻
まれた一家の流浪と決断の軌跡。第 153
回直木賞受賞作。� （南・石・国）

戦時中の満州で出会った 3 人の少女は、
戦後、日本と中国で別々の人生を歩むこ
とになる。� （南・石）

新聞社を辞めた主人公がネパールで事件
に遭遇する。実際に起きた事件を取り込
んで描いた壮大なミステリー。�（石・国）

謎のカルト教団と革命の予感。運命に翻
弄される 4 人の男女。神とは何か。運命
とは何か。� （石・国）

突然家族を失った者たちは、どのように
人生を取り戻すのか。人間関係の幸福と
不確かさを描いた感動の物語。� （国）

19 歳のコック兵・ティムが仲間と過ご
す、戦いと調理と謎解きの日々を連作形
式で描く青春ミステリー。� （国）

売れない芸人の徳永は、師として仰ぐ先
輩・神谷に出会う。昨年、芥川賞を受賞
し話題になった作品。� （南・石・国）

羊と鋼の森

宮下 奈都 著
文藝春秋

“ 言葉で伝えきれないなら、音で表せるようになればい
い。”　北海道の美しい自然を舞台に、ピアノの調律に魅
せられた青年と、彼を取り巻く人々の日常を描く。彼が
調律師として、人として成長する姿を綴った長編小説。

（南）

 【２位】 
君の膵臓を
たべたい
住野 よる 著
双葉社

 【５位】 
朝が来る

辻村 深月 著
文藝春秋

 【８位】 
流

東山 彰良 著
講談社

 【３位】 
世界の果ての
こどもたち
中脇 初枝 著
講談社

 【６位】 
王とサーカス

米澤 穂信 著
東京創元社

 【９位】 
教団Ⅹ

中村 文則 著
集英社

 【４位】 
永い言い訳

西川 美和 著
文藝春秋

 【７位】 
戦場のコックたち

深緑 野分 著
東京創元社

 【10 位】 
火花

又吉 直樹 著
文藝春秋

大
賞
受
賞
作

今月のテーマ
決定！本屋大賞

全国の書店員が“今いちばん売りたい本”
を選ぶ『本屋大賞2016』が決定しまし
た。13回目の今回は、芥川賞や直木
賞を受賞した作品を含む様々なジャン
ルの本がノミネートされましたが、
大賞には宮下奈都さんの
「羊と鋼の森」が選ばれました。
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高
齢
者
虐
待
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

高
齢
者
が
、
そ
の
人
ら
し
く

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
高

齢
者
虐
待
の
防
止
と
高
齢
者
虐

待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
の
保

護
、
ま
た
高
齢
者
を
支
え
る
養

護
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し

て
『
高
齢
者
虐
待
防
止
、
高
齢

者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等

に
関
す
る
法
律
』
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
高
齢
者
虐
待
防
止
法
で

は
、
虐
待
が
疑
わ
し
い
場
合
に

通
報
す
る
こ
と
が
国
民
の
責
務

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
と
は
？

高
齢
者
が
他
者
か
ら
不
適
切

な
扱
い
に
よ
り
権
利
利
益
を
侵

害
さ
れ
る
状
態
や
、
生
命
、
健
康
、

生
活
が
損
な
わ
れ
る
よ
う
な
状

態
に
お
か
れ
る
こ
と
。
①
養
護

者
に
よ
る
高
齢
者
虐
待
②
要
介

護
施
設
従
事
者
に
よ
る
高
齢
者

虐
待
が
あ
り
ま
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者

の
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

み
な
み
か
わ
ち　

☎（
44
）３
０
０
２

こ
く
ぶ
ん
じ　
　

☎（
43
）１
２
２
９

い
し
ば
し　
　
　

☎（
51
）０
６
３
３

高
齢
者
虐
待
の
種
類
は
？

■
身
体
的
虐
待

・�

殴
る
、
つ
ね
る
、
蹴
る
、
無
理

や
り
食
事
を
口
に
入
れ
る
、
や

け
ど
、
打
撲
さ
せ
る

・�
ベ
ッ
ト
に
縛
り
付
け
た
り
、
意

図
的
に
薬
を
過
剰
に
服
用
さ
せ

る
、
身
体
拘
束
、
抑
制
を
す
る

■
心
理
的
虐
待

・�

怒
鳴
る
、
の
の
し
る
、
悪
口
を

言
う

・�

話
し
か
け
て
い
る
の
に
意
図
的

に
無
視
す
る

■
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

　
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

・�

入
浴
さ
せ
ず
異
臭
が
し
た
り
、

髪
が
伸
び
放
題
、
皮
膚
が
汚
れ

て
い
る

・�

水
分
や
食
事
を
十
分
に
与
え

な
い
こ
と
で
、
空
腹
状
態
が
長

時
間
続
き
、
脱
水
症
状
や
栄
養

失
調
状
態
に
あ
る

・�

室
内
が
ゴ
ミ
だ
ら
け
な
ど
、
劣

悪
な
環
境
で
生
活
さ
せ
る
。

■
経
済
的
虐
待

・�

生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
使
わ
せ

な
い

・�

自
宅
な
ど
を
本
人
に
無
断
で

売
却
す
る

・�

年
金
や
預
貯
金
を
本
人
の
意

思
や
利
益
に
反
し
て
使
用
す
る

■
性
的
虐
待

・�

排
泄
の
失
敗
に
対
す
る
罰
と

し
て
、
下
半
身
を
裸
に
し
て
放

置
す
る

・�

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
、

強
要
す
る

※�

高
齢
者
虐
待
の
種
類
の
説
明

は
、
あ
く
ま
で
も
一
例
で
す
。

高
齢
者
虐
待
の

相
談
窓
口
は
？

お
近
く
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
ま
た
は
、
高
齢
福
祉

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、「
な

に
か
」
特
別
な
こ
と
を
す
る
人

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を

持
た
ず
、
認
知
症
の
人
や
家
族

に
対
し
て
温
か
い
目
で
見
守
る
こ

と
が
ス
タ
ー
ト
で
す
！

自
治
医
科
大
学
医
学
部
３
年

生
92
名
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
り
ま
し
た
。
講
座
で
は
、
認

知
症
の
方
の
ゴ
ミ
出
し
に
つ
い
て
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
関
わ

り
方
に
つ
い
て
寸
劇
も
行
い
ま
し

た
。

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

介
護
者
交
流
会
の
お
知
ら
せ

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
交
流
と
情
報
交
換
の

場
と
し
て
、
第
６
回
介
護
者
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
昼
を

食
べ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
、
同
じ

立
場
の
仲
間
同
士
の
時
間
を
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　
５
月
20
日
㈮

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

■
場
所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
２
階
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室

（
南
河
内
児
童
館
敷
地
内
）

■
対
象
者

　

現
在
、
認
知
症
の
方
を
介
護

し
て
い
る
方
（
ご
本
人
の
参
加
も

可
能
で
す
）

■
内
容

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
家
族
も
受
け
て
み
よ
う
！

・
情
報
交
換

■
参
加
費

　

お
弁
当
代
５
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

基
幹
型
セ
ン
タ
ー

　
☎（
44
）１
１
１
８
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ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費

補
助
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

駆
除
業
者
に
よ
り
ス
ズ
メ
バ

チ
の
巣
を
駆
除
し
た
方
に
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
金
の
額

駆
除
に
要
し
た
費
用
の
２
分

の
１
（
上
限
７
，０
０
０
円
）
で
、

百
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
。

■
添
付
書
類

・�
駆
除
に
要
し
た
費
用
の
領
収

書
・
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
位
置
図

・
写
真
（
駆
除
前
と
駆
除
後
）

・�

市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
書
類

■
申
請
先

駆
除
後
、
添
付
書
類
を
添
え

て
、
環
境
課
ま
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

■
駆
除
業
者

市
内
の
主
な
駆
除
業
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
株
）
県
南
環
境

☎（
44
）２
５
１
８

（
株
）ス
マ
イ
テ
ッ
ク

☎（
44
）９
６
１
８

※�

市
内
外
問
わ
ず
、
こ
の
ほ
か

の
業
者
で
も
、
補
助
対
象
と

な
り
ま
す
。

と
ち
ぎ
の
環
境
美
化
県
民

運
動
に
参
加
・
ご
協
力
を
！

今
年
は
５
月
29
日
！

毎
年
５
月
30
日
（
ゴ
ミ
ゼ
ロ

の
日
）
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い

る
一
斉
清
掃
（
と
ち
ぎ
の
環
境

美
化
県
民
運
動
）
を
、
今
年
は

５
月
29
日
㈰
に
実
施
し
ま
す
。

実
施
の
方
法
は
、
自
治
会
お

よ
び
市
内
の
企
業
を
基
本
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
よ
り
実
施

を
お
願
い
し
ま
す
。

収
集
さ
れ
た
ご
み
は
ご
自
宅

へ
持
ち
帰
り
、
分
別
し
た
後
、

指
定
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
道
路
・
公
園
な
ど
公
共
の
場

所
の
ご
み
を
収
集
し
、
民
有
地

の
ご
み
に
つ
い
て
は
収
集
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
公
共

の
場
所
に
タ
イ
ヤ
や
廃
家
電
な

ど
が
投
棄
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

収
集
せ
ず
環
境
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

ご
み
を
出
す
と
き
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て
！

○
ご
み
を
出
す
場
合
は
、
必
ず

カ
レ
ン
ダ
ー
で
収
集
品
目
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
同
じ
曜
日

で
も
週
に
よ
っ
て
収
集
品
目
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
朝
８
時
ま
で
に
、
決
め
ら
れ

た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
後
に
出
し
た
場
合
、
ご
み

が
い
つ
ま
で
も
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

○
ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
、

決
め
ら
れ
た
分
け
方
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。
分
別
方
法
や
出
す

日
が
違
っ
た
り
す
る
と
、
ル
ー

ル
違
反
の
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
ま

す
。
自
分
の
出
し
た
ご
み
に
シ

ー
ル
が
貼
ら
れ
て
置
か
れ
て
い

る
場
合
は
、
一
旦
持
ち
帰
り
、

分
け
方
・
出
し
方
を
再
度
確
認

し
て
出
し
直
し
て
く
だ
さ
い
。

「
し
も
つ
け
環
境
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
し
た
！

３
月
19
日
、
し
も
つ
け
環
境

市
民
会
議
と
市
環
境
課
の
協
働

事
業「
し
も
つ
け
環
境
フ
ェ
ア
」

を
開
催
、
会
場
の
国
分
寺
公
民

館
に
は
環
境
に
関
心
を
持
つ
多

く
の
市
民
が
集
い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
大
短
大
准
教
授
で

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
山
﨑
誠
子
氏
に
よ
る
「
山
﨑

流
・
自
然
か
ら
学
ぶ
庭
づ
く
り

の
ス
ス
メ
～
環
境
に
や
さ
し
い

エ
コ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
へ
の
取
り

組
み
～
」
と
題
し
た
講
演
や
、

団
体
お
よ
び
個
人
の
環
境
に
関

す
る
活
動
の
パ
ネ
ル
展
示
、
発

電
機
体
験
を
通
し
、
ま
た
企
業

の
協
力
等
に
よ
り
、
来
場
者
は

環
境
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
関
心

を
深
め
ま
し
た
。
今
後
の
生
活

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会

の
構
築
と
ご
み
減
量
化
の
た

め
、
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
た
い
』『
譲

っ
て
ほ
し
い
』
情
報
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
環
境
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

・
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
・
介
護
用
イ

ス
（
ト
イ
レ
付
）
木
製
・
愛
泉

幼
稚
園
制
服
（
120
㎝
ブ
レ
ザ
ー
、

ス
カ
ー
ト
、帽
子
）・
愛
泉
幼
稚

園
体
操
服（
上
下
夏
用
、冬
用
）

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
Ｏ
Ａ
椅
子
・
自
転
車
（
20
～

22
、
26
）・
鉄
棒
・
白
ポ
ロ
シ

ャ
ツ
（
長
袖
120
㎝
）・
ス
ノ
ー

ブ
ー
ツ
（
女
児
19
㎝
）・
ブ
ー

ツ（
女
児
19
㎝
）・
子
供
用
靴（
男

児
19
㎝
）・
祗
園
小
学
校
体
操

着
（
130
㎝
以
上
）・
国
分
寺
小

学
校
体
操
着
（
上
下
140
㎝
、
150

㎝
）・
子
供
用
ス
ー
ツ
（
男
児

130
㎝
）・
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
（
背

も
た
れ
付
き
）・
電
子
ピ
ア
ノ

（
ヤ
マ
ハ 

グ
ラ
ビ
ノ
ー
バ
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ

サ
イ
ク
ル
情
報
の
確
認
や
登

録
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

問い合わせ先

環境課 32-8898
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2016年3月までレディオベリーで放送していました「しもつけサタデーモーニング」が、

4月からはなんと～ !!　映像になりまして帰ってきましたぁ～ !!
YouTubeにしもサタチャンネルを開設しまして下野市の魅力を全国に発
信していきます。
番組タイトルは「しもつけサタデーモーニング」から「しもサタ」にリニュー
アル？しました！！
私達しもサタトリオは、番組を通して色々な所に取材に行きまして、これを映像で皆様
にご紹介したいと常々考えておりました。それが実現してワクワクしています。
下野市には皆様にお伝えしたい場所や知ってもらいたい事がたくさんあります。美味し
い食べ物や温かい下野市民の皆様の笑顔を映像でお届けしていきたいと思っています。
下野市は市制施行10周年を迎えて新たな一歩を歩き出しました。私達しもサタトリオ
にとっても新しい第一歩、新しいチャレンジの始まりです。下野市内はもちろんですが市
外・県外・全国・さらには海外にまでも下野市を知ってもらいたいとワールドワイドに目
標は高くもっております。
これからもこの素晴らしい魅力ある下野市に興味を持って頂けるように、しもサタトリ
オは、頑張ります！
下野市民の皆様、今後とも「しもサタ」を応援して下さいね。

★リポーターミッシー★　→
ターバン女子のミッシー (*´ `●)
です。しもサタが復活！しかも映像
で皆さんに会える！こんなに嬉しい
ことはありません！音だけでは伝え
きれない下野市の魅力をこれからは
映像付きで皆さんにお届けします。
手軽に見られるYouTubeチャンネ
ルよろしくお願いします。

←　★パーソナリティみきチン★
下野市の魅力を映像でお届けできる事
になって嬉しいです。しもサタチャン
ネルをみて下野市に行ってみたい、住
んでみたいと思ってもらえるように、
ま・ず・は・私自身が下野市を楽しん
じゃいます（笑）。今年もいろんな事に
チャレンジしていきますよ！！ぜひ皆
さんチャンネル登録よろしくお願いし
ま～す。

★リポーターみさみさ★　↑
ハロー！安定の美食ガール、みさみ
さです+.(ﾉ*･ω･)ﾉ*
新たにスタートした「しもサタ」映像
で益々美味しいものをお届け出来
ちゃいますね！映像のアス比に気を
つけなくっちゃ！初めての試みが
いっぱいですが、初心に戻って一歩
一歩進んでいきます。
生まれ変わった「しもサタ」を見逃さ
ないでくださいね♪

プレ予告編
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下野市の小金井駅からレンタサイ

クルを借りて天平の丘公園までサ

イクリング！！

車では見過ごしてしまう小さな駄

菓子屋さんや、おもしろい自動販

売機など発見がいっぱいです。春

の心地よい風を全身で受けながら

のんびり走って行きます。

3月26日に行われた新庁舎内覧会

＆記念イベント。みさみさがどん

なイベントだったのか新庁舎の中

がどうなっているのかをを独自に

ご紹介します！って、なぜトマト

を持っているの？

詳しくはしもサタチャンネルで確

認してみて下さい。

■市からのYouTubeによる映像発信のねらい
市は、栃木県内で最小の市でありながら、暮らしやすく恵まれた土地柄です。にもかかわら
ず「しものし」と呼ばれることも多く、決して知名度が高いとは言えません。本当に住みやすい
この下野市を多くの方々に認知していただき、移住・定住をはじめとした新たな人の流れを生
み出していくため、下野市に興味・関心を持ってもらうためのシティプロモーションを展開し
ていきます！！
このため「しもつけサタデーモーニング」でおなじみの≪しもサタトリオ≫を起用し、シティ
プロモーションに特化したポータルサイトを立ち上げ、本市の住みよさをＰＲするために
YouTube等を活用した映像コンテンツの配信による情報発信を行います。

←しもサタで検索して見てね
しもサタチャンネルはこちら！　↓↓

https://www.youtube.com/channel/UCeynh4gWTs9hns4FV8rW6gw

（←こちらのＱＲコードからもアクセスできます！！）
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一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

新庁舎駐車場にゲートが付きます…P39

道路愛称決定…P40

道の駅しもつけ　食のオープンスクール実施中…P41

男女共同参画講座…P42

グリムの館からのお知らせ…P42

月 火 水 木 金 土 日
5/1

2 3 4 5 6 7 8
ファミリー映
画劇場（4.46）

ゴールデンウ
ィークを楽し
もう（4.46）

グリムのかば
ん（4.46）

新庁舎オープ
ン（4.2）

復曲能「宍戸」（3.7） 書道連盟記念講話会
（5.35）

9 10 11 12 13 14 15
こころの健康
相談（5.14）

司法書士無料
法律相談会
（5.43）

がん患者と家
族のサロン
（4.54）

ママパパイン
グリッシュサ
ロン（5.48）

マシアスの街遊び
（5.48）

16 17 18 19 20 21 22
癒しの傾聴サ
ロン（5.15）

子育て巡回相
談（5.14）

フレッシュマ
マ・パパ教室
（4.24）

認知症介護者
交流会（5.30）

田植え体験（4.52）

23 24 25 26 27 28 29
子育て巡回相
談（5.14）

ヘルシース
タート教室
（5.21）

育児相談・母
乳相談（4.23）
行政書士無料
専門相談会
（5.43）

シニアのためのスマート
フォン講座（5.13）

30 31 6/1 2 3 4 5
フッ素塗布（5.15）
ヤング健診（5.15）
グリムのお話フェス
（5.35）

6 7 8 9 10 11 12
パソコン基
本操作相談
（5.13）

みそ汁塩分測
定会（5.22）

キンボールスポーツ認定
講習会（5.25）

誕生日のみんな！
おめでとう

今月誕生日の児童を掲載しています。掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん
（
小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（40）
５
５
５
０
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）及
び
写
真
デ
ー
タ（
２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
内
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
掲
載
可
否
の
お
問
い
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

汐里ちゃん

ゆたちゃん



イ
ベ
ン
ト

第
19
回
グ
リ
ム
の

お
は
な
し
フ
ェ
ス
ト

下
野
市
内
で
活
動
し
て
い
る
お

は
な
し
団
体
に
よ
る
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
や
紙
芝
居
の
公
演
を
行
い
ま

す
。そ

の
他
、
童
話
と
ピ
ア
ノ
の
メ

ル
ヘ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
、
ミ
ニ
新
幹

線
、
ド
イ
ツ
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な

ど
、
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。

ご
家
族
、
お
友
だ
ち
、
皆
さ
ん

で
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

■
日
時

　

6
月
5
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
3
時

■
場
所

　

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

■
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
館

　

☎（
52
）1
1
8
0

下
野
市
書
道
連
盟

記
念
講
話
会
の
ご
案
内

記
念
講
話
会
を
開
催
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
な
ら
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

下
野
市
以
外
に
お
住
ま
い
の
方

も
歓
迎
！

■
日
時

　

５
月
８
日
㈰

　

午
前
11
時
～
正
午

■
会
場

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
友
愛

館
ホ
ー
ル

■
内
容

・�

講
師
：
松
本
宜
響
（
栃
木
県
書

道
連
盟
副
会
長
・
真
言
宗
智
山

派
花
蔵
院
住
職
）

・�

テ
ー
マ
：
弘
法
大
師
空
海
の
書

に
つ
い
て

■
参
加
費　
無
料

■
申
し
込
み
方
法

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
書
道
連
盟
事
務
局

　

☎
（
48
）２
０
６
８

shim
oshoren@

gm
ail.com

お
知
ら
せ

寄
附
の
お
礼

株
式
会
社
和
光
様
か
ら
窓
口
用

老
眼
鏡
３
点
セ
ッ
ト
を
５
組
ご
寄

附
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
老
眼

鏡
３
点
セ
ッ
ト
は
、
下
野
市
役
所

新
庁
舎
の
窓
口
で
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
山
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
会
長　

橋
本
秀
則
様
）
か
ら
、

金
10
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
寄
附
金
は
、
文
化
事
業
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

石
橋
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会

長　

奥　

謙
二
様
）
か
ら
、
金

20
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
山
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら

―
下
野
薬
師
寺
歴
史
漫
画
―

「
下し

も
つ
け
の野
古こ

ま

ろ

麻
呂
」を
寄
附
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
山
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

発
足
か
ら
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
、
地
域
の
歴
史
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、
下

野
国
の
出
身
と
考
え
ら
れ
、
下
野

薬
師
寺
の
創
建
に
も
大
き
く
関
わ

っ
た
人
物
と
も
考
え
ら
れ
る
下
野

古
麻
呂
を
題
材
に
し
た
漫
画
を
刊

行
し
ま
し
た
。

今
回
50
部
の
寄
付
を
い
た
だ
い

た
漫
画
を
ご
希
望
の
方
に
下
野
薬

師
寺
歴
史
館
で
配
布
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

　

☎（
47
）3
1
2
1

教
育
委
員
に

三
橋
　
明
美
氏

2
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
市
議

会
で
の
同
意
を
得
て
、
三
橋
明
美

氏
が
教
育
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
3
月
25
日
に
開
催
さ
れ

た
教
育
委
員
会
議
に
お
い
て
、
永

山
氏
が
教
育
委
員
長
に
、
三
橋
氏

が
委
員
長
職
務
代
理
者
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
教
育
委
員
会
の
構
成
は

次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長　

永
山　

伸
一（
祇
園
）

職
務
代
理
者三

橋　

明
美（
小
金
井
）

委
員　
　

熊
田　

裕
子（
祇
園
）

委
員　
　

石
嶋　

和
夫（
下
古
山
）

教
育
長　

池
澤　

勤（
上
三
川
町
）

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課　

☎（
32
）８
９
１
７
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自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31

日
㈫
で
す
。
納
期
内
に
納
め
ま
し

ょ
う
。

　

金
融
機
関
、
郵
便
局
の
ほ
か
、

平
成
28
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
、
ペ
イ
ジ
ー
納
付
も
で
き
ま
す
。

　

心
身
障
が
い
者
の
方
に
対
し
て

は
、
障
が
い
の
程
度
な
ど
一
定
の

要
件
の
も
と
に
減
免
制
度
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
左
記
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
税
事
務
所

　

☎
0
2
8
2
（
23
）3
4
1
1

栃
木
県
元
気
ニ
コ
ニ
コ
係

と
ち
ま
る
く
ん

平
成
28
年
度
下
野
市
更
生

保
護
女
性
会
総
会
開
催

４
月
25
日
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
下
野
市
更
生
保
護
女

性
会
（
会
員
1
9
5
名
）
の
総
会

が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

更
生
保
護
女
性
会
は
、
更
生
保

護
の
思
想
の
普
及
と
支
援
活
動
を

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、

女
性
の
感
性
を
活
か
し
、
小
学
校

訪
問
や
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

の
啓
発
活
動
な
ど
の
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
☎（
32
）8
8
9
9

平
成
28
年
度
下
野
保
護
区

保
護
司
会
下
野
市
分
区
総

会
開
催

4
月
20
日
石
橋
庁
舎
に
お
い
て
、

下
野
市
分
区
の
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

下
野
保
護
区
保
護
司
会
は
、
下

野
市
、
壬
生
町
、
上
三
川
町
の
1

市
2
町
52
名
か
ら
な
り
、
そ
の
中

の
下
野
市
分
区
は
、
21
名
の
保
護

司
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

保
護
司
は
、
更
生
保
護
や
非
行

防
止
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
☎（
32
）8
8
9
9

民生委員児童員は、
皆さんと同じ地域に暮らす
最も身近な相談相手です。

民生委員児童委員は、皆さんに福祉全般に関す
る様々な悩みや問題が生じたときに、皆さんの立
場になって力になってくれる身近な相談相手です。
また、地域福祉の推進活動においても活躍してい
ます。現在、下野市では108名の民生委員児童委
員が厚生労働大臣から委嘱され、市内の各地域で
活動しています。
民生委員児童委員は、民生委員法に基づき地域
福祉推進のために幅広い活動を行っています。ま
た、児童福祉法により児童委員を兼ねており、児
童健全育成や児童福祉に関する活動も行います。
さらに、委員の中には児童委員活動を一層充実さ
せるために、子どもや子育てに関する相談を専門
的に担当する6人の主任児童委員がいます。

５月12日㈭～５月18日㈬　活動強化週間

民生委員児童委員は、地域に暮らす皆さんの心
配ごとなどの解決を図ります。必要に応じて専門
機関や福祉サービスの案内をし、皆さんと行政機
関等とのパイプ役を務めます。また、民生委員児
童委員には守秘義務（民生委員法第15条）があ
ります。相談内容の秘密を守り、個人情報やプラ
イバシーの保護に配慮した支援活動を行っていま
すので、安心してご相談ください。

※民生委員児童委員はそれぞれ担当地区（受け
持ち地区）があります。お住まいの地区の民生委
員児童委員がわからないときは社会福祉課までお
問い合わせください。

■問い合わせ先　社会福祉課　☎（32）8899

■5月12日は民生委員・児童委員の日です。
　大正6年5月12日、今の民生委員制度の基になった「済世顧問員制度」が発足しました。
この創設の日を記念し、全国の民生委員・児童委員が社会福祉の増進に取り組む決意を
新たにする日として、昭和52年、民生委員の日が制定されました。
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経
済
セ
ン
サ
ス

−

活
動

調
査
を
実
施
し
ま
す

■�

経
済
セ
ン
サ
ス

−

活
動
調
査
と

は6
月
1
日
を
期
日
に
、
日
本
に

お
け
る
す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業

を
対
象
に
経
済
活
動
を
全
国
的
及

び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
経

済
セ
ン
サ
ス
の
「
セ
ン
サ
ス
」
と

は
「
全
数
調
査
」
の
訳
語
で
す
べ

て
の
対
象
を
漏
れ
な
く
調
査
す
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

■
調
査
の
方
法

統
計
調
査
員
が
、
事
業
所
・
企

業
へ
直
接
訪
問
し
調
査
票
を
配
布

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回

答
ま
た
は
記
入
済
の
調
査
票
を
回

収
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
に
ご
記

入
後
、
訪
問
し
た
統
計
調
査
員
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※�

企
業
の
本
社
な
ど
傘
下
の
事
業

所
の
調
査
票
は
国
・
県
が
、
民

間
事
業
者
を
活
用
し
一
括
し

て
郵
送
で
配
布
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
ま
た
は
記
入
済

の
調
査
票
を
回
収
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課
☎（
32
）8
8
8
6

公
園
利
用
は
マ
ナ
ー
を

守
っ
て

市
で
は
、
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ

く
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
遊
具
の

整
備
や
樹
木
の
管
理
に
努
め
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
最
近
公
園
利
用
の
マ

ナ
ー
の
悪
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
行
為
に

注
意
し
て
公
園
を
利
用
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
気
持
ち
よ
く
利
用
す
る
た
め
に

公
園
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
憩
い

の
場
所
で
す
。
次
の
マ
ナ
ー
を
守

り
、
安
全
に
楽
し
く
公
園
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

・�

遊
具
や
ト
イ
レ
な
ど
、
施
設
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

ご
み
は
、
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く

だ
さ
い
。

・�

犬
は
つ
な
い
で
散
歩
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
フ
ン
は
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

・�

火
気
の
使
用
や
ゴ
ル
フ
の
練
習

な
ど
、
危
険
な
行
為
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・�

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
で
の
遊
び
は
、
他
の
利

用
者
に
十
分
配
慮
し
て
遊
び
ま

し
ょ
う
。
近
隣
の
家
や
道
路
に

飛
び
込
ま
な
い
よ
う
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

■
遊
具
で
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
に

　

遊
具
で
は
思
い
が
け
な
い
こ
と

で
事
故
が
発
生
し
ま
す
。
遊
具
で

遊
ぶ
際
に
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

・
幼
児
が
利
用
す
る
と
き
は
、
保

護
者
が
同
伴
し
ま
し
ょ
う
。

・
遊
具
の
定
員
を
守
っ
て
利
用
し

ま
し
ょ
う
。
一
人
乗
り
に
複
数
で

ま
た
が
っ
て
利
用
し
た
り
、
動
い

て
る
遊
具
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
か
ば
ん
や
ラ
ン
ド
セ
ル
は
身
に

着
け
ず
、
動
き
や
す
い
服
装
で
遊

び
ま
し
ょ
う
。

・
年
齢
や
体
格
に
合
っ
た
遊
具
で

遊
び
、
常
に
利
用
者
自
身
で
安
全

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
公
園
樹
木
の
防
除
、
除
草
剤
の

散
布
に
つ
い
て

市
で
は
、
管
理
に
必
要
な
最
小

限
の
樹
木
の
薬
剤
防
除
、
除
草
剤

の
散
布
を
し
て
い
ま
す
。
散
布
前
、

散
布
後
に
は
、
次
の
写
真
の
よ
う

な
注
意
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す

の
で
、
注
意
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。市

で
は
定
期
的
に
遊
具
な
ど
の

点
検
を
し
て
い
ま
す
が
、
も
し
壊

れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
場
合
に

は
、
お
手
数
で
す
が
ご
一
報
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課
☎（
32
）8
9
0
9

デマンドバス「おでかけ号」のお知らせ
通院、買い物、公共施設などへの移動に利用できるデマンドバス「おでかけ号」の乗継共通
施設が５月６日㈮から下野市役所（笹原26番地）１か所になります。
※健康福祉センター「ゆうゆう館」、自治医科大学附属病院には乗継なく行くことができます。

問い合わせ先　安全安心課　☎32-8894　 anzenanshin@city.shimotsuke.lg.jp
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水
道
水
放
射
性
物
質
の

検
査
結
果

検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課
☎（
32
）8
9
1
1

新
庁
舎
駐
車
場
の
有
効
活
用
を

図
る
た
め
、
民
間
業
者
に
有
料
駐

車
場
と
し
て
管
理
す
る
こ
と
を
条

件
と
し
て
貸
付
し
ま
す
。

駐
車
場
出
入
り
口
に
ゲ
ー
ト
と

発
券
機
お
よ
び
精
算
機
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
不
正
駐

車
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
、
来

庁
者
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ

れ
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

な
お
、
30
分
間
は
無
料
で
す
が
、

時
間
を
超
え
た
場
合
で
も
一
般
来

庁
者
の
方
は
職
員
に
駐
車
券
を
提

示
す
れ
ば
無
料
に
な
る
割
引
処
理

を
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
人
事
課

　

☎（
32
）８
８
８
８

天
平
の
花
ま
つ
り
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た

4
月
6
日
に
天
平
の
丘
公
園
に

て
約
百
名
の
参
加
を
え
て
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

下
野
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
は
、
健
康
増
進
と
会
員
の
親

睦
交
流
を
図
る
た
め
、
国
分
寺
大

会
、
石
橋
大
会
、
南
河
内
大
会
を

定
期
的
に
実
施
し
て
お
り
、
天
平

の
花
ま
つ
り
大
会
は
、
各
地
域
か

ら
参
加
す
る
大
会
で
す
。

上
位
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

第
５
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

成
績
表
（
H
2
8
・
4
・
6
開
催
）

○
総
合
優
勝

　

菅
井　

敏
次
（
南
河
内
）

○
男
子

　

優
勝　

菅
井　

敏
次（
南
河
内
）

　

準
優
勝　

淋　

國
弘（
南
河
内
）

　

３
位　

水
口　

清
（
南
河
内
）

○
女
子

　

優
勝　

星
野　

靜
子
（
石
橋
）

　

準
優
勝　

山
田　

す
み（
石
橋
）

　

３
位　

中
村　

ト
シ（
南
河
内
）

○
花
ま
つ
り
賞
（
37
位
）

　

鶴
見　

豊
（
南
河
内
）

「
動
く
知
更
相
」を

実
施
し
ま
す

遠
隔
地
等
の
た
め
、
と
ち
ぎ
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
対

し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
来
所
し
、
療
育

手
帳
の
再
判
定
を
行
う
ほ
か
、
本

人
や
保
護
者
の
方
か
ら
の
相
談
に

応
じ
必
要
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

相
談
等
に
は
事
前
の
予
約
が
必

要
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

6
月
27
日
㈪

午
前
10
時
〜

■
場
　
所

小
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
小
山
市
中
央
町
２
―
２
―
21
）

■
内
　
容

①
療
育
手
帳
の
再
判
定

②
そ
の
他
生
活
相
談
等

※�

新
規
の
療
育
手
帳
の
判
定
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

18
歳
以
上
の
知
的
障
が
い
者
お

よ
び
そ
の
保
護
者
、
関
係
機
関
等

で
相
談
を
必
要
と
す
る
方

■
申
し
込
み
締
め
切
り

5
月
31
日
㈫

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課　

☎（
32
）８
９
０
０

平
美
林
会
に
よ
る

天
平
の
丘
公
園
の
一
斉

清
掃
を
行
い
ま
し
た

3
月
27
日
、
天
平
の
丘
公
園
内

の
平
地
林
に
お
い
て
、
平
美
林
会

の
会
員
等
約
80
名
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
美
林
会
は
、
天
平
の
丘
公
園

の
美
し
い
自
然
を
子
孫
に
残
す
た

め
活
動
し
て
お
り
、
こ
の
取
り
組

み
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
花

ま
つ
り
の
お
客
様
に
気
持
ち
良
く

来
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
公
園
内

の
ご
み
や
枯
れ
枝
を
収
集
し
ま
し

た
。ま

た
、
当
日
は
東
京
電
力
㈱
栃

木
支
店
栃
木
南
支
社
の
社
員
有
志

の
方
々
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
庁
舎
駐
車
場
に

ゲ
ー
ト
が
付
き
ま
す

Shimotsuke
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採取日
採取場所 セシウム 134 セシウム 137
基準値 10Bq/kg（セシウム 134 及び 137 の合計）

3 月 1 日

南河内第１配水場 不検出 不検出
石　橋第１配水場 不検出 不検出
国分寺第１配水場 不検出 不検出
南河内第２配水場 不検出 不検出
石　橋第２配水場 不検出 不検出
国分寺第２配水場 不検出 不検出



採用作品にご応募いただきました方の中から抽
選で、下記の皆さまには「道の駅しもつけお買い
物券」（3千円分）を贈呈いたします。

「グリム通り」
下野市柴　　　　　土屋　陽菜　様
下野市小金井　　　岡田　俊哉　様
宇都宮市　　　　　　匿　名　　様

「下
しもつけ
野市役所通り」

下野市石橋　　　　金子　　聡　様
　　　　
「小金井駅東通り」

下野市祇園　　　　田中　志保　様
下野市川中子　　　見山　義道　様
下野市大松山　　　小島　恒夫　様

　市制10周年の記念事業として、市内3か所の道路愛称を募集し、市内外から136件の
ご応募をいただきました。これら全応募作品の中から、皆さまに親しまれる愛称とすべく
慎重に選考し、それぞれの道路の愛称を次のとおり決定しました。

①市道1-5号線：延長L=600ｍ
(JR石橋駅西口～文教通り)

「グリム通り」

②市道2-13号線：延長L=100ｍ
(JR自治医大駅西口～国道4号）

「下野市役所通り」

③市道2-29号線：延長L=200ｍ
（JR小金井駅東口～県道小山下野線）

「小金井駅東通り」

石
橋
駅

国
道
４
号

県
道
鹿
沼
下
野
線

　
　
　（文
教
通
り
）

大松山
運動公園

石橋小学校

石橋
高等学校

石橋庁舎

対象道路
（市道1-5号線） 対象道路

（市道2-29号線）
対象道路

（市道2-29号線）
至　国分寺東小
　　下野市商工会

小金井
郵便局

県道
小金井停車場線

小
金
井
駅

県
道
小
山
下
野
線

自
治
医
大
駅

対象道路
（市道2-13号線）
対象道路

（市道2-13号線）

市
道
２-

21
号
線
　
　

（
通
学
道
路
）

市道1-8 号線（整備中） 県道下野二宮線

下野市
新庁舎

国
道
４
号

■■■■ 道路愛称決定！ ■■■■

たくさんのご応募ありがとうございました。
■問い合わせ先　建設課（32）8908
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道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
料
理

教
室
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
食
材
を
使
っ
た
家

庭
で
も
簡
単
に
作
れ
る
素
敵
な
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
講
師

　

料
理
研
究
家　

臼
居
芳
美
先
生

■
定
員　

１
回
32
名

■
募
集　

そ
の
回
毎
に
募
集

■
受
付
方
法　

電
話
（
午
前
9
時

30
分
～
午
後
6
時
）
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム

※�

小
学
生
未
満
の
お
子
様
の
参

加
・
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。
当
選
結
果
は

「
参
加
の
し
お
り
」
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※�

定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

延
長
し
て
受
付
し
ま
す
。

■
参
加
費

　

１
，
５
０
０
円
程
度

※
金
額
は
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
運
営

事
務
局

☎
0
2
8
（
6
3
5
）
2
5
7
7

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.kanpi-

shim
otsuke.co.jp/open-

school/index.htm
l

「
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ

く
り
県
民
税
」に
つ
い
て

栃
木
県
で
は
、「
と
ち
ぎ
の
元

気
な
森
づ
く
り
県
民
税
」
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

県
民
の
皆
様
か
ら
年
間
7
0
0

円
ご
負
担
い
た
だ
き
、
荒
廃
し
た

森
林
の
整
備
や
木
を
使
う
こ
と
の

大
切
さ
の
普
及
啓
発
な
ど
、
大
切

な
森
林
を
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ

た
め
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
県
南
環
境
森
林
事
務
所

　

☎
0
2
8
3
（
23
）
1
4
4
1

「
緑
の
募
金
」運
動
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

「
緑
の
募
金
」
は
、
身
近
な
緑

化
の
推
進
に
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、

貴
重
な
水
資
源
を
確
保
す
る
た
め

の
森
林
整
備
や
地
球
温
暖
化
防
止

に
必
要
な
環
境
保
全
に
も
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
緑
の
募
金
」
へ
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
募
金
方
法

家
庭
、
街
頭
・
イ
ベ
ン
ト
、
職

場
、
企
業
・
団
体
か
ら
の
募
金
を

随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

振
込
手
数
料
が
無
料
の
「
緑
の

募
金
」
専
用
振
込
用
紙
が
あ
り
ま

す
の
で
、
公
益
社
団
法
人 

と
ち

ぎ
環
境
・
み
ど
り
推
進
機
構
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
社
団
法
人
と
ち
ぎ
環
境
・

み
ど
り
推
進
機
構

☎
0
2
8
（
6
4
3
）
6
8
0
1

6
月
15
日
は
県
民
の
日

　

県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
郷
土
を

見
直
し
、
理
解
と
関
心
を
深
め
、

県
民
と
し
て
の
一
体
感
と
自
治
の

意
識
を
は
ぐ
く
み
、
よ
り
豊
か
な

栃
木
県
を
築
き
あ
げ
る
こ
と
を
期

す
る
日
と
し
て
、６
月
15
日
が「
県

民
の
日
」
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
明
治
６
年
、
栃
木

県
と
宇
都
宮
県
が
合
併
し
、
お
お

む
ね
現
在
と
同
じ
県
域
の
栃
木
県

が
成
立
し
た
日
で
す
。

　

今
年
も
、
6
月
15
日
㈬
に
本
庁

舎
等
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、

県
内
外
協
賛
施
設
で
無
料
開
放
や

一
部
割
引
が
行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
主
な
ガ
イ
ド
配
布
場
所

　

県
本
庁
・
合
同
庁
舎
、
市
町
村

窓
口
な
ど

※
栃
木
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
県
民
文
化
課

☎
0
2
8
（
6
2
3
）3
4
2
2

http://w
w
w
.pref.tochigi.

lg.jp/index.htm
l

スケジュール　※開催時間が二部制の場合には、いずれかをお選び下さい。

月日 曜日 時間 テーマ（メニュー） 申込
受付日

6/13 月
10：30 ～
13：00 世界のお料理　皮から作る本格餃子

（水餃子・焼き餃子） 5/23
14：30 ～
17：00

7/8 金 10：30 ～
13：00

世界のお料理　北欧　夏の食卓
（ミートボール・キーッセリ） 6/16

※内容は、変更になる場合があります。

道
の
駅
し
も
つ
け

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

実
施
中
！
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募
　
集

地
域
で
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
実
践
的
に
取
り
組
む
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
講
座

を
実
施
し
ま
す
。

あ
な
た
の
力
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
身
近
な
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

と
ち
ぎ
ウ
ー
マ
ン
応
援
塾
2
0
1
6

■
対
象

①�

審
議
会
や
自
治
会
等
の
社
会
的

な
場
に
参
画
す
る
意
欲
の
あ

る
女
性

②�

自
ら
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と

考
え
て
い
る
女
性

※
い
ず
れ
も
60
歳
程
度
ま
で

■
開
催
日

7
月
9
日
㈯
～
10
月
22
日
㈯

土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
全
6
回

■
会
場

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
他

■
費
用　

研
修
費
無
料

男
女
共
同
参
画
地
域
活
動
推
進
講
座

■
対
象

①
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員

②�

地
域
で
男
女
共
同
参
画
を
推
進

す
る
こ
と
に
意
欲
の
あ
る
方

■
開
催
日

7
月
9
日
㈯
～
10
月
22
日
㈯

土
曜
日
全
4
回

■
会
場

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー

■
費
用　

無
料

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

「
と
ち
ぎ
ウ
ー
マ
ン
応
援
塾

2
0
1
6
」「
男
女
共
同
参
画
地

域
活
動
推
進
講
座
」
い
ず
れ
も
定

員
は
30
名
程
度
で
一
時
保
育
が
あ

り
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
し
、

5
月
20
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
応
募
者
多
数
の
場
合

に
は
、
選
考
の
上
、
6
月
中
に
決

定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
（
宇
都
宮
市
野
沢
町
4
‒
1
）

　

☎
0
2
8（
6
6
5
）8
3
2
3

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
32
）8
8
8
7

喫
茶
室
の
営
業
者
を

募
集
し
ま
す

グ
リ
ム
の
館
2
階
に
あ
る
喫
茶

室
「
C
a
f
e
P
a
u
s
e
」
の

営
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
申
請
で
き
る
方

⑴�

下
野
市
内
に
事
務
所
も
し
く
は

事
業
所
を
有
す
る
法
人
そ
の

他
団
体
・
個
人
で
あ
る
こ
と

⑵�

一
年
以
上
の
営
業
を
継
続
で
き

る
法
人
そ
の
他
団
体
・
個
人
で

あ
る
こ
と

⑶�

食
品
衛
生
法
に
よ
る
営
業
に
必

要
な
許
可
を
取
得
し
て
い
る

こ
と

⑷�

グ
リ
ム
の
館
事
業
に
積
極
的
に

協
力
で
き
る
団
体
・
個
人
で
あ

る
こ
と

⑸�

そ
の
他
募
集
要
項
に
記
載
し
た

要
件
を
満
た
す
こ
と

※�
指
定
施
設
を
規
定
期
間
に
わ
た

り
安
定
し
て
運
営
す
る
こ
と

が
可
能
な
経
営
能
力
を
備
え

て
い
な
い
方
、
ま
た
は
、
市
税

等
の
滞
納
が
あ
る
方
は
申
請

で
き
ま
せ
ん
。

■
指
定
期
間　

一
年
間
。
た
だ
し

平
成
28
年
度
に
限
り
、
期
間
の
開

始
は
指
定
決
定
後
か
ら
と
す
る
。

■
業
務
の
範
囲

喫
茶
室
「CafePause

」
の
維

持
管
理
お
よ
び
運
営
。

■
営
業
日
及
び
営
業
時
間

原
則
と
し
て
グ
リ
ム
の
館
開
館

日
の
午
前
11
時
～
午
後
4
時
。

■
営
業
に
必
要
な
物
品
の
貸
与

営
業
施
設
内
に
設
置
し
て
あ
る

財
団
所
有
の
物
品
に
つ
い
て
は
、

財
団
が
無
償
で
貸
与
し
ま
す
が
、

そ
の
他
使
用
す
る
物
品
は
営
業
者

に
用
意
し
て
頂
き
ま
す
。

■
財
団
に
支
払
う
料
金

　

物
件
費
を
毎
月
納
付
。

■
募
集
要
項
の
配
付

　

5
月
7
日
㈯
～
5
月
23
日
㈪

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　

配
付
場
所　

グ
リ
ム
の
館
窓
口

■
申
請
方
法

　

5
月
11
日
㈬
～
5
月
27
日
㈮

　

提
出
場
所　

グ
リ
ム
の
館
窓
口

■
審
査

選
考
委
員
会
に
お
い
て
、
資
格

審
査
お
よ
び
提
案
内
容
等
の
書
類

審
査
を
行
い
ま
す
。

■
結
果
発
表

選
定
結
果
は
、
選
定
・
不
選
定

い
ず
れ
の
場
合
に
も
全
員
に
通
知

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

一
般
財
団
法
人
グ
リ
ム
の
里
い

し
ば
し

下
古
山
7
4
7

☎（
52
）1
1
8
0

http://w
w

w
.grim

m
-no.net

第
17
回
グ
リ
ム
童
話
賞
募
集

グ
リ
ム
童
話
の
「
月
」
や
、
日

本
の
昔
ば
な
し
「
か
ぐ
や
姫
」
な

ど
、
月
は
古
く
か
ら
物
語
の
テ
ー

マ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
「
月
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
誰

も
が
楽
し
ん
で
読
め
る
創
作
童
話

を
募
集
し
ま
す
。

■
部
門

　

一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

　

中
学
生
以
下
の
部

■
締
切　

11
月
3
日
㈭（
消
印
有
効
）

第
17
回
グ
リ
ム
絵
画
展
募
集

自
然
豊
か
な
公
園
や
文
化
財
な

ど
が
多
く
点
在
し
て
い
る
下
野
市
。

ふ
る
さ
と
「
下
野
市
」
を
再
発
見

す
る
た
め
に
、
昨
年
に
引
き
続
き

下
野
市
の
風
景
画
を
広
く
募
集
し

ま
す
。

■
テ
ー
マ

［
一
般
の
部
］
下
野
市
の
風
景

［
幼
小
中
の
部
］下
野
市
の
風
景
、

日
常
風
景
な
ど

■
搬
入
日

平
成
29
年
1
月
21
日
㈯
、
22
日

㈰■
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
館

　

☎（
52
）1
1
8
0

グ
リ
ム
の
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
講
座

参
加
者
募
集
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第
12
回
栃
木
県
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加

選
手
を
募
集
し
ま
す

■
目
的

県
民
総
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
、

身
体
障
が
い
者
お
よ
び
知
的
障
が

い
者
の
健
康
の
保
持
・
増
進
を
図

る
と
と
も
に
県
民
の
理
解
を
深
め
、

障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

■
内
容

陸
上
競
技
、
卓
球
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、

水
泳
、
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ

ス
、
グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
車
い
す
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル

■
日
時

9
月
25
日
㈰
午
前
8
時
30
分
～

午
後
3
時
30
分

■
場
所

　

栃
木
県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

■
対
象
者

以
下
の
①
、
②
の
資
格
を
満
た

す
方
。

①�

4
月
1
日
現
在
で
満
12
歳
以
上

の
身
体
障
が
い
者
お
よ
び
知

的
障
が
い
者
。

②�

栃
木
県
内
に
現
住
所
を
有
す
る

方
。
ま
た
は
栃
木
県
外
に
住
所

を
有
す
る
方
で
、
栃
木
県
に
所

在
す
る
施
設
や
学
校
等
に
入

所
お
よ
び
通
所
並
び
に
通
学

し
て
い
る
方
。

■
参
加
費

　

無
料

■
申
し
込
み
方
法
・
期
限

・�

在
宅
の
方
は
、
社
会
福
祉
課
障

が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ
へ
平
成
28

年
5
月
27
日
㈮
ま
で
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

・�
学
校
、
施
設
等
に
所
属
す
る
方

は
、
学
校
・
施
設
等
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

平
成
29
年
度
の
「
第
17
回
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
笑
顔
つ

な
ぐ
え
ひ
め
大
会
）」
の
選
手
は
、

原
則
と
し
て
、
本
大
会
に
参
加
し

た
方
か
ら
選
考
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
32
）8
9
0
0

　

Ｆ（
32
）8
6
0
1

特
定
非
営
利
活
動
法
人
栃
木
県

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　

☎
0
2
8（
6
2
4
）2
7
6
1

　

Ｆ
0
2
8（
6
2
4
）2
7
6
1

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

第
38
期
生
を
募
集
し
ま
す

高
齢
者
の
生
き
が
い
あ
る
人
生

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
活

動
実
践
者
の
養
成
を
目
指
し
て
い

る
栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
の
第

38
期
生
の
募
集
が
始
ま
り
ま
す
。

■
説
明
会
日
時

中
央
校

（
と
ち
ぎ
健
康
の
森
2
階
）

宇
都
宮
市
駒
生
町3

3
3
7
‒
1

第
1
回　

5
月
19
日
㈭

第
2
回　

6
月
6
日
㈪

☎
0
2
8（
6
4
3
）3
3
9
0

南
校（
下
都
賀
庁
舎
東
側
）

栃
木
市
神
田
町
9
‒
4
0

第
1
回　

5
月
18
日
㈬

第
2
回　

6
月
7
日
㈫

☎
0
2
8
2（
22
）5
3
2
5

北
校

矢
板
市
矢
板
54

第
1
回　

5
月
20
日
㈮

第
2
回　

6
月
9
日
㈭

☎
0
2
8
7（
43
）9
0
1
0

全
日　

午
前
10
時
～
正
午

■
参
加
方
法

説
明
会
当
日
、
希
望
校
へ
直
接

来
校
。

■
応
募
資
格

・
60
歳
以
上
で
県
内
に
在
住
の
方

・
地
域
活
動
に
意
欲
が
あ
る
方

・�

第
25
期
（
平
成
17
年
度
）
以
降

の
シ
ル
バ
ー
大
学
校
を
卒
業
し

て
い
な
い
方

・
50
歳
～
60
歳
未
満
の
方

（
た
だ
し
地
域
活
動
に
意
欲
が

あ
り
、
市
の
推
薦
が
あ
る
方
）

※�

年
齢
は
平
成
29
年
3
月
31
日
現

在
■
応
募
期
間

6
月
1
日
㈬
～
6
月
30
日
㈭

※�

郵
送
の
場
合
に
は
6
月
30
日
㈭

消
印
ま
で
有
効

■
入
学
願
書
の
配
布
・
提
出
先

高
齢
福
祉
課
ま
た
は
入
学
を
希

望
す
る
シ
ル
バ
ー
大
学
校
で
願
書

の
配
布
、
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
市
長
の
推
薦
が
必
要
な
方

の
願
書
は
高
齢
福
祉
課
へ
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
☎（
32
）8
9
0
4

相
　
談

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
。

■
日
時　
5
月
26
日
㈭

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場　
ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　
4
名

　

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
時
間　
概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
書
士
会
小
山
支
部

生
田
目
安
夫
☎（
52
）2
3
5
0

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
売

買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登
記
関

係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続

関
係
（
1
4
0
万
円
を
超
え
な
い

簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続
）、

成
年
後
見
関
係

■
日
時　
5
月
11
日
㈬

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場　
ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間　
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

小
杉
孝
一　

☎（
21
）６
３
１
２
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就
　
職

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
相
談

県
内
の
労
政
事
務
所
で
は
「
働

く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

職
場
で
ス
ト
レ
ス
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
を
抱
え
て
い
る
方
、

そ
の
ご
家
族
や
上
司
・
同
僚
の
方

か
ら
の
相
談
に
、
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

■
日
時　
偶
数
月
の
第
2
金
曜
日

　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

■
場
所　
小
山
労
政
事
務
所

■
相
談
形
態　
事
前
予
約
に
よ
る

面
接
、
電
話
相
談
（
１
回
の
相
談

時
間
50
分
）

■
相
談
予
約

相
談
希
望
日
の
3
日
前
（
受

付
：
平
日
8
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分
）
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

小
山
労
政
事
務
所

☎
２
２
‐
４
０
３
２

　
（
小
山
市
犬
塚
3
‒
1
‒
1

県
庁
小
山
庁
舎
3
階
）

保
育
士
等
就
業
奨
励
金

交
付
制
度
の
ご
案
内

保
育
士
等
を
目
指
し
て
い
る
学

生
で
、
卒
業
後
市
内
の
教
育
・
保

育
施
設
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者

保
育
士
等
の
養
成
施
設
の
在
学

者
で
、
卒
業
後
に
保
育
士
・
保
育

教
諭
と
し
て
奨
励
金
の
交
付
期
間

に
相
当
す
る
期
間
以
上
、
市
内
の

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等
に
就

業
す
る
こ
と
が
確
実
な
方

■
交
付
額

自
宅
通
学
者　
　

月
額
３
万
円

自
宅
外
通
学
者　

月
額
５
万
円

■
交
付
期
間

申
請
後
に
交
付
決
定
さ
れ
た
月

か
ら
、
正
規
の
就
学
期
間
を
修
了

す
る
月
ま
で

■
募
集
期
間
及
び
募
集
人
数

５
月
31
日
ま
で

５
名
程
度

■
奨
励
金
の
返
還

卒
業
し
た
翌
年
度
よ
り
、
市
内

の
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等
に

就
業
し
な
か
っ
た
場
合
は
全
額
、

実
際
に
勤
務
し
た
期
間
が
交
付
期

間
に
満
た
な
か
っ
た
場
合
、
ま
た

は
、
一
日
の
就
業
時
間
が
７
時
間

45
分
に
満
た
な
か
っ
た
場
合
は
一

部
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
３

臨
時
保
育
士
等
の
募
集

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

・�

看
護
師
（
准
看
護
師
）
資
格
を

お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員
　
若
干
名

■
賃
金
等
（
時
給
）

保
育
士

①�

フ
ル
タ
イ
ム
：

１
，
２
０
０
円

②
時
短
勤
務
：
１
，
１
０
０
円

保
健
師
：
１
，
２
０
０
円

　

看
護
師
（
准
看
護
師
）：

　

１
，
１
０
０
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤

務
手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
7
時
～
午
後
7
時
の
う
ち

①�

フ
ル
タ
イ
ム
：
7
時
間
45
分

（
休
憩
時
間
60
分
）

②
時
短
勤
務
：
４
時
間

※
週
5
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

■
勤
務
先　
市
立
保
育
園

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に

写
真
を
貼
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い（
資
格
証
の
写
し
を
添
付
の
こ

と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
福
祉
課

☎（
32
）8
9
0
3

お
や
ま
地
区
大
卒
等

合
同
企
業
説
明
会
の

お
知
ら
せ

小
山
公
共
職
業
安
定
所
並
び
に

小
山
地
区
雇
用
協
会
で
は
29
年
３

月
大
学
等
卒
業
予
定
者
及
び
大
学

等
卒
業
後
３
年
以
内
の
方
を
対
象

と
し
た
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

事
前
申
込
不
要
、
参
加
無
料
で

す
。
当
日
は
履
歴
書
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

■
日
時　
６
月
３
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時

■
場
所　
小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　

小
山
市
神
鳥
谷
2
0
2

　

☎（
24
）5
1
1
1

■
参
加
企
業
数　
50
社
予
定

■
参
加
対
象
者　
平
成
29
年
３
月

大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
高
専
・

専
修
学
校
等
卒
業
予
定
者
及
び
大

学
等
卒
業
後
３
年
以
内
の
方

■
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

☎（
37
）７
１
２
７

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山

か
ら
の
お
知
ら
せ

就
職
を
目
指
す
方
、
一
人
ひ
と

り
に
細
や
か
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

職
業
相
談
、
求
職
者
セ
ミ
ナ
ー
、

ミ
ニ
面
接
会
、
３
か
月
や
６
か
月

職
業
訓
練
、
マ
ザ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
作
成

ア
ド
バ
イ
ス
相
談
な
ど
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山

　

☎（
22
）１
５
２
４

小
山
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ

正
社
員
で
就
職
を
目
指
し
て
い

る
若
者
を
対
象
に
細
や
か
な
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
作
成

ア
ド
バ
イ
ス
、
模
擬
面
接
、
面
接

会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
、
求
人
情

報
提
供
、
適
職
診
断
な
ど
。

皆
さ
ん
の
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
！
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

☎（
37
）７
１
２
７
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市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金

自
動
支
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も

ら
う
こ
と
は
、絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
「
高

齢
者
向
け
の
給
付
金
」
の
支
給
の

た
め
に
、
手
数
料
な
ど
の
振
込
を

求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
電
話
で
口
座
番
号
な

ど
個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
に
思
っ
た
ら
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
専
用
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
５
７
０（
０
２
８
）５
５
５

■
相
談
日
時　

月
～
金
曜
日

　
（
祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
正
午
～
午
後
1
時
を
除
く
）

※�
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※�
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）そ
の
２

家
庭
に
お
け
る
家
事
も
仕
事

（
ワ
ー
ク
）の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、専
業
主
婦
（
夫
）の
方
に

も
ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・バ
ラ
ン
ス
が

必
要
で
す
。

例
え
ば
、家
事
や
育
児
、介
護

で
他
の
活
動
が
出
来
な
い
、忙
し

す
ぎ
て
疲
労
で
体
調
を
崩
し
て

し
ま
っ
た
等
、こ
れ
ら
は
仕
事
と

生
活
の
調
和
が
乱
れ
て
し
ま
って

い
る
と
い
え
ま
す
。

家
事
等
の
仕
事
は
、企
業
で
の

就
業
の
よ
う
に
、上
司
や
制
度
が

な
ん
と
か
し
て
く
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。家
族
が
お
互
い
に
思

い
や
り
を
持
って
協
力
し
合
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

「
手
伝
う
」で
は
な
く
、「
協

力
」し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。「
手

伝
う
」と
は
他
の
人
の
仕
事
を
助

け
る
、と
い
う
意
味
で
す
。一緒
に

や
る
、手
分
け
し
て
や
る
と
い
う

よ
う
に
、責
任
感
を
持
っ
て
家
庭

で
の
仕
事
を
協
力
・
分
業
し
支

え
あ
う
こ
と
が
、ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に一歩
近
づ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

下
野
市
を
代
表
す
る
史
跡

の
ひ
と
つ
で
あ
る
下
野
薬
師
寺

は
、
７
世
紀
末
、
こ
の
地
方
を

お
さ
め
て
い
た
下
毛
野
朝
臣
古

麻
呂（
し
も
つ
け
ぬ
の
あ
そ
ん 

こ
ま
ろ
）に
よ
っ
て
創
建
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
、
日
本
の

仏
教
界
で
は
、
僧
侶
が
戒
律
を

守
ら
な
か
っ
た
り
、
僧
侶
に
な

れ
ば
税
を
免
れ
る
こ
と
か
ら
勝

手
に
出
家
す
る
者
が
い
た
り
と
、

様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
朝
廷
は
、
正
式
に

僧
侶
と
し
て
の
資
格
を
与
え
る

＂
受
戒
”を
行
え
る
僧
を
唐
か
ら

招
き（
７
５
４
年
に
鑑
真
が
来

朝
）、
僧
侶
に
な
る
た
め
に
は＂

受
戒
”の
儀
式
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
決
ま
り
と
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、＂
受
戒
”を
行
え

る
場
所
＝「
戒
壇
」を
持
つ
寺
院

を
、
奈
良
の
東
大
寺
、
九
州
の

筑
紫
観
世
音
寺（
ち
く
し
か
ん

ぜ
お
ん
じ
）、
下
野
薬
師
寺
の

３
カ
所
と
定
め
、
こ
れ
ら
を
総

称
し
て「
三
戒
壇
」と
呼
び
ま
し

た
。 こ

れ
に
よ
り
ま
す
ま
す
隆

盛
を
極
め
た
下
野
薬
師
寺
で
す

が
、
そ
の
後
９
世
紀
中
頃
に
大

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
や
、

天
台
宗
な
ど
の
新
興
宗
派
が
興

っ
て
独
自
に
戒
壇
を
置
く
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で「
三
戒
壇
」の

地
位
が
ゆ
ら
ぎ
、
次
第
に
そ
の

役
目
が
失
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

古
代
の
東
国
仏
教
の
ま
さ

し
く
拠
点
で
あ
っ
た
下
野
薬
師

寺
。
現
在
も
復
元
回
廊
や
下
野

薬
師
寺
歴
史
館
に
あ
る
展
示
資

料
な
ど
が
、
当
時
の
様
子
を
現

代
の
私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。

「
高
齢
者
向
け
の
給
付
金
」

を
よ
そ
お
っ
た「
振
込
め
サ

ギ
」「
個
人
情
報
の
搾
取
」に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

新
庁
舎
２
階安

全
安
心
課
内　

Shimotsuke
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くらしの情報

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

　

再
発
見

で

まずは相談

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

　

男
女
共
同
参
画
社
会

　　　　　　　　　

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは 47ページ
4月にオーオプンした薬師寺

コミュニティセンター▶

まちがいさがし

わかるかな？

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
や
」で
す
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進入禁止

新小山市民病院

夜間休日急患診療所
休日急患歯科診療所

健康医療介護
総合支援センター

駐車場日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
8 9 10 11 12 13 14
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
15 16 17 18 19 20 21
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
22 23 24 25 26 27 28
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
29 30 31
①⑤ ②⑥ ①③

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院下野市小金井 2－4－3
　☎ 44－ 7000
②石橋総合病院　下野市石橋 628
　☎53－1134※休日・夜間は小児科対応不可。
③小山整形外科内科小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2－7－18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795－4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320－2
　☎0280－57－1011

■夜間休日急患診療所
　☎０２８５－３９－８８８０
　【診療日時・診療科目】
　平日、土曜　19時～22時　内科・小児科
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）
　　　　�10時～12時、13時～17時、18時～21時　

内科・小児科
　【所在地】小山市神鳥谷2251-7
　　　　　（小山市健康医療介護総合支援センター内）
　※�内科医等が小児科の診療を担当することがありますので、

事前に連絡をしてから来院してください。

■休日急患歯科診療所
　☎０２８５－３９－８８８１
　【診療日時】
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）
　　　　10時～12時、13時～16時
　【所在地】小山市神鳥谷2251-7
　　　　　（小山市健康医療介護総合支援センター内）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　月〜土曜日：午後６時〜翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（午前８時〜翌朝８時）
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館休館日

◉平日・日曜日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　　　　　　　　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43−1236

■刃物研ぎ　午前９時～午後2時

10日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841-3）

17日㈫ 小金井駅東口
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
18日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47−1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
５月10・17日

（いずれも火曜日）
児童母子相談　5月24日㈫
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
５月９・16日

（いずれも月曜日）
児童母子相談　5月23日㈪
会場：石橋公民館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
5月13・20日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　5月27日㈮
会場：ふれあい館

■時間　午後１時30分～ ３時30分
　�　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後１時～ 4時30分

■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43−1236

5
月
天平公園 国分寺地区老人クラブ

花広場 下野市地域婦人会

6
月
天平公園しあわせ奉仕団下町支部下野市商工会女性部
花広場 陶遊会

■問い合わせ先
　商工観光課☎32−8907

■納期限　５月31日㈫
固定資産税・都市計画税	 第１期
軽自動車税	 第１期
国民年金保険料� ４月分

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎32−8886↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

日時 ５月28日㈯
場所 南河内児童館

5
May

きらら館は
トレーニング室

ふれあい館温水プールの営業時間が４月から変更になりました。
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くらしの情報

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

　
　
　
　
　
　
　
け
や
き
ネ
ッ
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市
内
小
中
学
校
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情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　h
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w
w
.sc
h
o
o
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o
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「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。
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第２次下野市総合計画

Shimotsuke-CityTopics　まちの話題

税

選挙年齢が 18 歳以上になります！

自治会長さんを紹介します

市民窓口業務が変わります

保健だより

新・下野市風土記

今月
の
表紙

目次　Contents

世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）が
制
定
し
た
禁
煙

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
記
念
日
で
す
。

世
界
禁
煙
デ
ー
は
国
際
デ
ー
と
呼
ば
れ
る
世

界
的
な
記
念
日
で
あ
る
た
め
、
毎
年
世
界
中
で

禁
煙
を
呼
び
か
け
る
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
以
外
に
、
禁
煙
マ
ー
ク
を
プ
リ
ン
ト

し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
走
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

行
っ
た
り
、
街
中
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
出
し
て

禁
煙
を
促
し
た
り
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
禁
煙
す
る
人
が
増
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
健
康
指

標
評
価
研
究
所
が
１
８
７
か
国
で
行
っ
た
喫
煙

に
関
す
る
調
査
結
果
か
ら
、
１
９
８
０
年
と

２
０
１
２
年
の
デ
ー
タ
を
比
較
す
る
と
、
喫
煙

率
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

（
女
性
は
10
・
６
％
か
ら
６
・
２
％
に
、
男
性

は
41
％
か
ら
31
％
に
減
少
。
）

日
本
で
は
５
月
31
日
か
ら
６
月
６
日
ま
で
の

１
週
間
が
禁
煙
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
ば

こ
が
健
康
に
及
ぼ
す
悪
影
響
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
喫
煙
者
は
非
喫
煙
者
と
比
べ
て
肺

が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
約
４
・
５
倍
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
厚
生
労
働
省
か
ら
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

喫
煙
者
の
方
は
一
度
禁
煙
に
挑
戦
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
禁
煙
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
参
考
資
料
：
厚
生
労
働
省

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

石橋中学校の横を流れる姿川（アメニティーパーク）
の堤防沿いには、桜並木があります。
堤防の上にはソメイヨシノ、下にはシダレサクラが植
えられていて 4月には、菜の花の黄色との競演がとても
きれいです。天気のよい休日には親子連れなどが散歩を
しています。
下野市には数々の桜の名所がありますが、薬師川、天
平の丘公園と並んでお勧めのスポットです。
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34

48

国民年金だより

Let’sSPORTS

図書館 LibraryInformation

読書人

地域包括支援センターだより

しもサタ通信

くらしの情報（イベントカレンダー）

国際交流員マシアスのコラム

保存版　平成28年度下野市グループ編成・事務分担表

今月の何の日

5
月
31
日

世
界
禁
煙
デ
ー

Shimotsuke

広報しもつけ　2016.5
47

くらしの情報

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え
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窓
の
大
き
さ
　
②
柱
の
数
　
③
室
外
ス
ピ
ー
カ
ー
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文
明
が
発
達
す
る
前
の
大
昔
か
ら
、

人
類
は
絶
え
ず
移
動
を
繰
り
返
し
て
き

ま
し
た
。
車
や
飛
行
機
な
ど
の
便
利
な

乗
り
物
が
発
明
さ
れ
て
か
ら
は
、
移
動

が
簡
単
に
短
時
間
で
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
他
の
国
へ
移
動
す
る
と

き
は
入
国
手
続
き
が
必
要
に
な
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。

私
が
子
供
の
時
の
こ
と
で
す
が
、
家

族
で
オ
ラ
ン
ダ
の
ビ
ー
チ
や
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
山
岳
地
帯
に
毎
年
旅
行
に
出
か

け
る
際
、
国
境
付
近
で
入
国
審
査
を
待

つ
車
の
渋
滞
に
い
つ
も
巻
き
込
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
待
っ
て
い
る
間
、
私
は
携

帯
ゲ
ー
ム
機
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、
両

親
は
私
が
退
屈
し
な
い
よ
う
に
面
倒
を

見
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
お

そ
ら
く
他
の
家
族
も
同
じ
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多

く
の
国
々
の
間
で
取
り
決
め
ら
れ
た

シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
に
よ
っ
て
そ
の
問
題

が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
加

盟
国
間
に
お
い
て
入
国
審
査
な
し
で
国

境
を
越
え
る
こ
と
を
許
可
す
る
も
の
で
、

こ
れ
と
ユ
ー
ロ
の
導
入
が
重
な
り
、
外

国
旅
行
が
自
分
の
国
の
他
の
町
へ
行
く

の
と
同
じ
感
覚
で
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

現
在
、
中
東
な
ど
か
ら
の
難
民
に
関

す
る
問
題
を
受
け
、
一
部
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
に
お
い
て
国
境
を
封
鎖
し
た
り
、

入
国
管
理
を
強
化
す
る
動
き
が
あ
り
、
私

は
他
の
国
々
で
も
入
国
審
査
が
再
開
さ

れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し

て
い
ま
す
。
入
国
審
査
を
再
導
入
す
る

こ
と
は
難
民
問
題
を
克
服
す
る
助
け
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
Ｅ
Ｕ
内
の
自
由

を
擁
護
す
る
こ
と
は
、
は
る
か
に
楽
し

い
結
果
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
美
し
い
自
然
、
大

切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
文
化
財
な
ど
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
行
す
る
と
き
は
そ
れ

を
見
る
た
め
に
時
間
を
多
く
使
う
べ
き

で
あ
り
、
入
国
審
査
の
た
め
に
時
間
を

無
駄
に
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
現
状
の
制
度
が
維
持
さ
れ
、
多

く
の
人
が
自
由
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
楽
し

む
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

■人口と世帯（4月１日現在）
　人口／59,870人（-234）、男性／29,772人（-144）、女性／30,098人（-90）、世帯数／22,898世帯（-49）

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

自
由
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト 

第
17
回
「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」

フ
ラ
ン
ス
料
理
教
室

　

今
回
の
国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

ド
イ
ツ
の
隣
の
国
、
フ
ラ
ン
ス
の
料
理
を

作
り
ま
し
ょ
う
。フ
ラ
ン
ス
料
理
は
お
し
ゃ

れ
だ
け
ど
、
作
る
の
が
難
し
そ
う
に
感
じ

ま
す
よ
ね
。
幸
運
な
こ
と
に
、
栃
木
県
に

は
良
い
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
先
生
が
住
ん
で

い
ま
す
。
私
と
同
じ
国
際
交
流
員
で
、
那

須
塩
原
市
で
働
い
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
人
の

ア
リ
ス
・
パ
ッ
キ
ェ
さ
ん
で
す
。
今
回

は
ア
リ
ス
さ
ん
と
一
緒
に
前
菜
・
メ
イ
ン

デ
ィ
ッ
シ
ュ
・
デ
ザ
ー
ト
を
作
り
ま
す
。

　

こ
の
料
理
教
室
で
、
実
は
誰
も
が
美
味

し
い
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
作
れ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
よ
！

■
日
時
　
5
月
15
日
㈰

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
2
時

■
場
所　

き
ら
ら
館　

調
理
室

　
　
　
（
下
野
市
下
古
山
１
２
２
０
）

■
定
員　

20
名

■
メ
ニ
ュ
ー　

・�

前
菜
：
ツ
ナ
・
ト
マ
ト
・
カ
ラ
シ
の
タ

ル
ト

・
メ
イ
ン
：
若
鶏
の
ソ
テ
ー
バ
ス
ク
風

・
デ
ザ
ー
ト
：
チ
ュ
コ
レ
ー
ト
ム
ー
ス

■
参
加
費　

一
般
１
、５
０
０
円

　

国
際
交
流
協
会
会
員
１
、２
０
０
円

※�
小
学
生
以
下
は
そ
れ
ぞ
れ
半
額
、
当
日

集
金
し
ま
す
。

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用
の

タ
ッ
パ
な
ど
の
入
れ
物

■
募
集
期
間
　
5
月
9
日
㈪
～
13
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
32
）８
８
８
７

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
さ
ん
に
よ
る

マ
マ
パ
パEnglish

サ
ロ
ン
開
催
！

　
英
語
を
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い

て
も
、
育
児
中
の
方
は
英
会
話
教
室
に

通
っ
た
り
、
英
語
に
触
れ
る
機
会
を
つ

く
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
方
々
の
た
め
に
、
子
連

れ
の
方
で
も
気
軽
に
参
加
い
た
だ
け
る

英
会
話
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　

下
野
市
国
際
交
流
員
の
マ
シ
ア
ス
さ

ん
と
一
緒
に
、
遊
び
な
が
ら
気
軽
に
英

会
話
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

も
ち

ろ
ん
、
大
人
の
方
の
み
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ

で
す
。
子
ど
も
好
き
の
方
や
外
国
人
の

方
も
大
歓
迎
で
す
！

■
日
時　

5
月
13
日
㈮
・
6
月
10
日
㈮

　

7
月
8
日
㈮
・
8
月
12
日
㈮

　

①
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

　

②
午
前
11
時
～
正
午

（
原
則
４
回
連
続
の
ご
参
加
と
な
り
ま

す
。
①
か
②
ご
都
合
の
よ
い
時
間
を
お

選
び
く
だ
さ
い
。）

■
場
所　

国
分
寺
公
民
館　

和
室

 （
下
野
市
小
金
井
１
１
２
７
番
地
）

■
講
師　

国
際
交
流
員

　

マ
シ
ア
ス
・
ブ
リ
ッ
タ
ス
ド
ー
フ

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

10
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
32
）８
８
８
７

［
 広

報
し

も
つ

け
 ]
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■
TEL:0285-32-8886

／
FAX:0285-32-8606	

■
E-m
ail:info@

city.shim
otsuke.lg.jp

広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎0285（32）8886情報広報グループまで
ご連絡ください。

携帯電話
市ホームページ

PC・スマホ
市ホームページ

TAKE FREE

国際交流
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